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はじめに

このほどは、本装置（ＵＰＳ）をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。本

書には、お客様とｻｰﾋﾞｽ技術員の安全を守るためのご注意を記載しています。また、装

置を末長くご愛用いただくために、ご使用の前に必ずこの取扱説明書をお読みくださ

い。お読みになった後は、いつでもご覧になれる場所に保管してください。

ＵＰＳとは、Uninterruptible Power System（無停電電源装置）の略

安全上のご注意

　据え付け、運転、保守・点検の前に必ずこの取扱説明書とその他の付属書類をすべて熟読し、機

器の取り扱い、安全の情報そして注意事項について確認してからご使用ください。

　この取扱説明書では、安全注意事項のﾗﾝｸを「危険」「注意」として区分してあります。

　：取り扱いを誤った場合に、危険な状況がおこりえて、死亡または

重傷を受ける可能性が想定される場合。

：取り扱いを誤った場合に、危険な状況がおこりえて、中程度の傷害

や軽傷を受ける可能性が想定される場合および物的損害だけの発生

が想定される場合。

  なお、   ！   注意    に記載された事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性が

あります。

  いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。禁止、強制の絵表示の説明を

次に示します。

           

           ：禁止（してはいけないこと）を示します。

           

           ：接地（必ずしなければならないこと）を示します。

             接地は必ず行ってください。

危 険 

注 意 

！！！！

！！！！



- 2 -

１．据え付け上の注意事項:7､14ﾍﾟｰｼﾞ参照

参照

ﾍﾟｰｼﾞ

 • 据付工事は専門業者に依頼してください。据付工事に不備があると、感電、けが、火

災のおそれがあります。

 • 本装置は、次のような環境での使用、保管は絶対にしないでください。装置故障、損

傷、劣化などによって、火災などの原因になることがあります。

 • ｶﾀﾛｸﾞ、取扱説明書に記載の周囲環境条件（温度：0～40℃、相対湿度：30～90％）

から外れた高温、低温、多湿となる場所

 • 直射日光があたる場所

 • ｽﾄｰﾌﾞなどの熱源から熱を直接受ける場所

 • 振動、衝撃の加わる場所

 • 火花が発生する機器の近傍

 • 粉塵、腐食性ｶﾞｽ、塩分、可燃性ｶﾞｽがある場所

 • 屋外

 • 吸排気口はふさがないでください。吸排気口は、壁などから正面で20cm以上、裏面で

20cm以上離してＵＰＳを設置してください。吸排気口をふさぐとＵＰＳの内部温度が

上昇し、ﾊﾞｯﾃﾘなどの劣化により火災の原因になることがあります。

 • ＵＰＳ周辺の換気をしてください。換気量（5m3/h）が確保されないと、充電時ﾊﾞｯﾃﾘ

からのｶﾞｽ発生により容器の破裂または爆発の原因になることがあります。

 • 据え付けは、ＵＰＳの質量(FU-20α:約46kg,FU-30α:約62kg,FU-50α:約88kg)に耐える

所に、説明書どおりに行ってください。据え付けに不備があると、ＵＰＳの転倒など

によりけがのおそれがあります。また、取り扱いには、腰痛防止に心掛けてくださ

い。

 • ｷｬｽﾀｰ部のﾛｯｸ金具で車輪をﾛｯｸしてください。ｷｬｽﾀｰのﾛｯｸをしていないと、衝撃・振動

による移動、転倒などでけがのおそれがあります。

7,14

14

7

14

２．配線上の注意事項:14ﾍﾟｰｼﾞ参照

参照

ﾍﾟｰｼﾞ

 • 配線工事は専門業者に依頼してください。配線工事に不備があると、感電、火災の原

因になることがあります。

 • ｱｰｽ線を指定の方法（入出力端子台）で確実に接続してください。本装置はD種接地工

事が必要です。ｱｰｽ線のｻｲｽﾞはFU-20α:3.5mm2以上、FU-30α,50α:5.5mm2以上です。ｱｰｽ

を規定の接地種別で接続しない場合には感電のおそれがあります。

 • 装置の出力側に接続される負荷機器のｱｰｽは、確実ｱｰｽ端子に接続してください。負荷

機器のｱｰｽを接続しない場合には、感電のおそれがあります。

14

14

14

注　意注　意注　意注　意！！！！

注　意注　意注　意注　意！！！！



- 3 -

３．使用上の注意事項：7,8ﾍﾟｰｼﾞ参照

参照

ﾍﾟｰｼﾞ

 • 装置が故障し、異臭、異音が発生したときは、装置をすぐに停止してください。火災

の原因になることがあります。

 • ＵＰＳのｶﾊﾞｰは開けないでください。感電のおそれがあります。

8

参照

ﾍﾟｰｼﾞ

 • ＵＰＳ周辺の換気を行ってください。ﾊﾞｯﾃﾘからの発生ｶﾞｽによって爆発の原因になる

ことがあります。

 • ＵＰＳを起動する前に負荷側の安全を確認し、取扱説明書に従って運転操作を行って

ください。不用意な給電は、感電、事故のおそれがあります。

 • ﾌｧﾝの排気孔に棒などを入れないでください。回転しているﾌｧﾝで、けがをするおそれ

があります。

7

 

参照

ﾍﾟｰｼﾞ

 • 次のような用途には絶対に使用しないでください。

　　ａ．人命に直接かかわる医療機器などへの使用

　　ｂ．人身の損傷に至る可能性のある電車、ｴﾚﾍﾞｰﾀなどの制御機器への使用

　　ｃ．社会的、公共的に重要なｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑなどへの使用

　　ｄ．これらに準ずる装置

　上記負荷設備への使用に該当する場合は、事前にﾒｰｶにご相談ください。人の安全に関

与し、公共の機能維持に重大な影響を及ぼす装置などについては、ｼｽﾃﾑの多重化、非

常用発電設備の設置など、運用、維持、管理について特別な配慮が必要となります。

 • 装置の周辺での喫煙、火気の使用はしないでください。爆発、破損により、けが、火

災のおそれがあります。

 • ＵＰＳ上部に花瓶など水の入った容器を置かないでください。花瓶などが転倒した場

合、こぼれた水での感電、ＵＰＳ内部からの火災の原因になることがあります。

 • ＵＰＳの上部に腰掛けたり、乗ったり、踏み台にしたり、寄りかかったりしないでく

ださい。ＵＰＳの転倒などで、けがのおそれがあります。

巻末

！！！！ 危　険危　険危　険危　険

禁　止禁　止禁　止禁　止

注　意注　意注　意注　意！！！！
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４．保守・点検上の注意事項：8,27,28,29,30ﾍﾟｰｼﾞ参照

参照

ﾍﾟｰｼﾞ

 • 専門業者以外は、内部の点検、修理をしないでください。感電、けが、やけど、発

煙、発火などのおそれがあります。

 • 装置の修理または故障部品の交換は、お買い上げ販売店、ｻｰﾋﾞｽ会社へ依頼してくださ

い。ｶﾊﾞｰを開けると感電、やけどのおそれがあります。

 • ﾊﾞｯﾃﾘは定期的（25℃で12年、30℃で8年）に交換してください。交換時期を過ぎたﾊﾞｯ

ﾃﾘは火災の原因になることがあります。

 • 装置の出力ｺﾝｾﾝﾄ部、増設ﾊﾞｯﾃﾘｺﾈｸﾀ部に金属棒や指などを差し込まないでください。

感電のおそれがあります。

 • 交流入力電源を切っても内部部品に手を触れないでください。ﾊﾞｯﾃﾘ電圧が印加されて

いる部品があり、感電のおそれがあります。

27,28

29,30

27,28

29,30

28

8

27

５．移動、輸送時の注意事項：14ﾍﾟｰｼﾞ参照

参照

ﾍﾟｰｼﾞ

 • 移動、輸送時に転倒、落下させないでください。けがのおそれがあります。

 • 取扱いには、腰痛防止に心掛けてください。

14

６．その他の注意事項：巻末参照

参照

ﾍﾟｰｼﾞ

 • 本装置は日本国内仕様品です。国外での使用については別途お問い合わせください。

日本国内仕様品を国外で使用すると、電圧、使用環境が異なり発煙、発火の原因にな

ることがあります。

巻末

注　意注　意注　意注　意！！！！

注　意注　意注　意注　意！！！！

注　意注　意注　意注　意！！！！
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7．ﾊﾞｯﾃﾘに関する注意事項：27ﾍﾟｰｼﾞ参照

参照

ﾍﾟｰｼﾞ

 • ﾊﾞｯﾃﾘは内部に劇物の希硫酸が含まれています。ﾊﾞｯﾃﾘが漏液した場合は皮膚や衣服に

付着させないでください。万一付着した場合はきれいな水で洗い流してください。特

に、液が目に入ったときは、すぐにきれいな水で洗った後、医師の治療を受けてくだ

さい。希硫酸が目に入ると失明、皮膚に付くと火傷のおそれがあります。

 • 使用済みのﾊﾞｯﾃﾘは、そのまま廃棄せず、お買い上げの販売店・ｻｰﾋﾞｽ会社・最寄りの

営業所にご連絡ください。

 • 使用期限の過ぎたﾊﾞｯﾃﾘは使用しないでください。発煙、発火の原因になることがあり

ます。また、停電時にﾊﾞｯﾃﾘﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟができず、負荷機器を停止させる可能性がありま

す。

 • ﾊﾞｯﾃﾘの発火時には、消火のために水を使用しないで、粉末（ABC）消火器を用いてく

ださい。水を使用すると、火災を拡大させる原因になることがあります。

 • ﾊﾞｯﾃﾘの使用にあたっては次の項目を守ってください。ﾊﾞｯﾃﾘを漏液、発熱、爆発させ

る原因になることがあります。

  ａ．ﾊﾞｯﾃﾘに直接はんだ付けしないこと。

  ｂ．ﾊﾞｯﾃﾘのﾌﾟﾗｽ端子(+)とﾏｲﾅｽ端子(-)を逆にして充電しないこと。

  ｃ．ﾊﾞｯﾃﾘの種類・ﾒｰｶ名・新旧異なるものを混ぜて使用しないこと。

  ｄ．ﾊﾞｯﾃﾘの外装ﾁｭｰﾌﾞをはがしたり、傷をつけないこと。

  ｅ．ﾊﾞｯﾃﾘに強い衝撃を与えたり、投げつけないこと。

  ｆ．ﾊﾞｯﾃﾘの清掃は、湿った布などを使用すること。

  ｇ．使用済み電池でも電気ｴﾈﾙｷﾞｰが残っているので、ｽﾊﾟｰｸやｼｮｰﾄをさせないこと。

27

27

27

27

　本装置は下記に記載の保証規定により「購入後1年間は無償修理」とし、1年間経過したものは有

償とさせていただきます。

１. 保証期間中に取扱説明書に従った正常な使用状態で本装置が故障した場合には無償修理させ

ていただきます。

２. 故障の際はお買い上げの販売店または当社本社・支店など（巻末）へご連絡ください。

３. 保証期間中でも、次のような場合には有料修理となります。

（１）ご使用の誤り、または不当な修理や改造、誤接続による故障および損傷。

（２）火災・地震・風水害・落雷およびその他の天災地変、公害、塩害、ｶﾞｽ害(硫化ｶﾞｽなど)、

　　　異常電圧や指定外の電源使用などによる故障および損傷。

（３） お買い上げ後の輸送や移動および落下など、不適当なお取り扱いにより生じた故障および

        損傷。

４． 保証書は本製品が日本国内で使用される場合に限り有効です。

 (This warranty is valid only in Japan.)

注　意注　意注　意注　意！！！！

ＵＰＳの保証について

無償保証規定について
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　包装を開きましたら、包装内容をご確認ください。なお、万一異常がありましたら、販売店また

は当社営業所までご連絡ください。

１．包装内容

（１）本装置　　　　　　１式

（２） 添付品

装　　　置 FU-20α FU-30α FU-50α

添　付　品 記　事 数量 記　事 数量 記　事 数量

取扱説明書 － １ － １ － １

保証書 － １ － １ － １

名刺入れ 1 1 1
修理、緊急時の連絡先用として装
置に貼り付けてご使用ください。

ｹｰﾌﾞﾙﾀｲ RF140 ２ RF140 ２ RF140 ２

固定具 KB09 ２ KB09 ２ KB09 ２ｹｰﾌﾞﾙﾀｲ

固定用ﾋﾞｽ M4×8 ２ M4×8 ２ M4×8 ２

入出力端子 5.5-5 ５ 8-5 ４ 14-5 ４入出力端子用

圧着端子 G端子 5.5-5 １ 5.5-5 ２

POWERｽｲｯﾁ用 ｶﾊﾞｰ － １ － １ － １

２． ｹｰﾌﾞﾙﾀｲの取り付け方法

 ｹｰﾌﾞﾙﾀｲは、入出力線とｱｰｽ線を束ねてＵＰＳ本体に固定する物です。必要に応じて、下図のよ

うに取り付けてください。

         FU-20α裏面図

      

① 固定具(KB09)を固定用ﾋﾞｽ(M4×8)で図の指定個所に止める。

② 図のように、固定具にｹｰﾌﾞﾙﾀｲを通しｹｰﾌﾞﾙﾀｲを閉じる。

使用前の確認について
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１．正しくお使いいただくための注意事項

　1.1　入力電源についての注意

 (1) 交流入力電源は装置定格(100V±15%、50または60Hz±5%)に合わせて使用してください。

 (2) 入力電源容量はＵＰＳの所要容量以上としてください。

FU-20α FU-30α FU-50α 備　　考

入力容量 2.1kVA 3.1kVA 4.5kVA 充電も含む

内蔵ﾌﾞﾚｰｶ 30A 40A 60A

入力分電盤ﾌﾞﾚｰｶ 40A以上 50A以上 75A以上 1ﾗﾝｸ以上大きな容量を選択

　1.2　設置時の注意

 (1) 入力側に漏電ﾌﾞﾚｰｶを設置する場合は、感動電流にご注意ください。本装置の漏れ電流

は約3mAです。

 (2) ・ＣＲＴﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲからは1m以上の間隔を空けて設置してください。わずかですが漏れ磁

束がありますので磁束による影響を受け

易いものは、あいだを空けて使用してく

ださい。

  ・ＵＰＳはﾌｧﾝにより強制空冷を行ってい

ますので、吸・排風の妨げにならないよ

う、正面吸気口から約20cm以上、裏面排

気口から約20㎝以上の間隔をとってくだ

さい。ただし、保守のために正面約1m以

上のﾒﾝﾃﾅﾝｽｽﾍﾟｰｽがとれるようにしてくだ

さい。

 (3) 交流入力電源が１線接地されている場合

は、必ず本装置のS端子（相）側を接地相

としてください。

 (4) 出力（負荷）側はできるだけ接地しない

でください。もし、１線接地の必要があ

る場合は、必ずV端子（相）側を接地相と

してください。

（接地による電源短絡を防止するため）

ＵＰＳ

△
正面

20cm 以上

1m 以上

20cm 以上

排気ｽﾍﾟｰｽ

吸気ｽﾍﾟｰｽ

ﾒﾝﾃﾅﾝｽｽﾍﾟｰｽ
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1.3　取り扱い上の注意

 (1) 出力回路の短絡は、絶対にしないでください。短絡すると、ﾌﾞﾚｰｶがﾄﾘｯﾌﾟして、出力が供

給できなくなります。

 (2) 接続禁止負荷機器

  　・ﾚｰｻﾞﾌﾟﾘﾝﾀ、普通紙ﾌｧｯｸｽ、ｺﾋﾟｰ機、OHPなど

  上記の負荷機器はﾋｰﾀ加熱のため大きな電流が流れて過電流になり、停電時にﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟが

できなくなったり、ＵＰＳを破壊するおそれがあります。

 (3) 電源環境について

  長時間停電が頻繁（週１回以上）に発生する環境でご使用になると、ﾊﾞｯﾃﾘの充電が十分

に行えなかったり、ﾊﾞｯﾃﾘの劣化が早まるためﾊﾞｯﾃﾘ寿命が著しく短くなることがあります。

 (4) 6ヵ月以上ＵＰＳを使用しない場合はﾊﾞｯﾃﾘの補充電が必要になりますので、6ヵ月毎に無

負荷運転を20時間以上行ってください。

 (5) 絶縁試験について

  屋内配線の絶縁試験を行う場合は、装置を停止して入出力配線を外してから行ってくださ

い。配線したまま行うと内蔵の避雷器など、電子部品を破損する恐れがあります。

  

  1.4　故障時の対応について

  下記のような異常が生じた場合は、購入先に連絡してください。

  ① 正常運転をしたのにﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ部の入力（緑）、出力（緑）表示が点灯しない場合。

  ② ｱﾗｰﾑ（赤）、CONTｱﾗｰﾑ（赤）表示が点灯した場合。

  ③ その他、異常と判断されることが起きた場合。

  詳しくは、8.1.6ｲﾝﾊﾞｰﾀ故障時を参照ください。
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２．概　要

　本装置は、瞬時の電源中断を許さない極めて重要な機器に、良質で安定な交流電力を供給

するための静止形無停電電源装置です。

整流器・充電器・ｲﾝﾊﾞｰﾀ・ﾊﾞｯﾃﾘ・商用直送回路（ﾊﾞｲﾊﾟｽ回路、ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽ回路）を組み合

わせたｼｽﾃﾑで、交流入力電源に異常があってもﾊﾞｯﾃﾘからの直流電力によりｲﾝﾊﾞｰﾀ運転を継続

します。交流入力電源が回復した場合には、ﾊﾞｯﾃﾘを充電しながらｲﾝﾊﾞｰﾀ運転を継続します。

交流出力はこの間、瞬断もない完全無停電電力を負荷に供給します。また、万が一、ｲﾝﾊﾞｰﾀ

が故障したり出力が過電流となった場合には、自動的に無瞬断でﾊﾞｲﾊﾟｽ回路に切り換えて商

用電力を負荷に給電します。

回　路　系　統　図

蓄電池（ﾊﾞｯﾃﾘ）部

ｲﾝﾊﾞｰﾀ部

（取り外し可能）
F33

72

交流出力
入力

ﾌﾞﾚｰｶ

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶ 　ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽ回路

ﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶ 　ﾊﾞｲﾊﾟｽ回路

交流入力

フ
ィ
ル
タ

フ
ィ
ル
タ

整流器 ｲﾝﾊﾞｰﾀ

出
力
切
換
ス
イ
ッ
チ

充
電
器

(  ）

(  ）

ﾘﾓｰﾄ ON/OFF

転送信号
制　御　回　路

出力ｺﾝｾﾝﾄ
保護ﾌﾞﾚｰｶ
(15A)

FU-20 α:6 直列×2 並列
FU-30 α:6 直列
FU-50 α:6 直列×4 並列
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３．外形寸法および各部の名称

FU-20α

正　面　　　　　　　　　　　　　右側面　　　　　　　　　　　裏　面

質量：約46kg

番号 名　　称 本体の表示 機　　　能 備　　考
① LCD,LED表示 ― UPS状態･計測表示 13ﾍﾟｰｼﾞ参照
② POWERｽｲｯﾁ POWER 電力供給 20ﾍﾟｰｼﾞ参照
③ 入力開閉器 入力ﾌﾞﾚｰｶ ｲﾝﾊﾞｰﾀ入力回路保護 〃
④ ﾊﾞｲﾊﾟｽ開閉器 ﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶ ﾊﾞｲﾊﾟｽ回路保護 〃
⑤ 入出力端子台 － 入・出力接続 15ﾍﾟｰｼﾞ参照
⑥ 交流出力ｺﾝｾﾝﾄ 出力ｺﾝｾﾝﾄAC100V 2P接地型ｺﾝｾﾄ(抜け止め) 〃
⑦ 外部信号部 － 外部転送信号接続用 16,17ﾍﾟｰｼﾞ参照
⑧ ﾊﾞｯﾃﾘｺﾈｸﾀ 増設ﾊﾞｯﾃﾘ ﾊﾞｯﾃﾘ部、ﾊﾞｯﾃﾘ盤との接続用 15ﾍﾟｰｼﾞ参照
⑨ 排気孔 － 冷却用
⑩ 吸気孔 － 冷却用
⑪ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ開閉器 ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶ 保守時のﾊﾞｲﾊﾟｽ回路投入用 29ﾍﾟｰｼﾞ参照
⑫ 出力ｺﾝｾﾝﾄ過電流遮断器 出力ｺﾝｾﾝﾄ保護ﾌﾞﾚｰｶ 出力ｺﾝｾﾝﾄの過負荷保護(15A) 25ﾍﾟｰｼﾞ参照

①

②

⑩ ④

③

⑥

⑤

⑪
⑫

⑨

⑧

⑦

⑤



- 11 -

FU-30α

 正　面　　　　　　　　　　　　　右側面　　　　　　　　　　　　　　裏　面

質量：約62kg

番号 名　　称 本体の表示 機　　　能 備　　考
① LCD,LED表示 ― UPS状態･計測表示 13ﾍﾟｰｼﾞ参照
② POWERｽｲｯﾁ POWER 電力供給 20ﾍﾟｰｼﾞ参照
③ 入力開閉器 入力ﾌﾞﾚｰｶ ｲﾝﾊﾞｰﾀ入力回路保護 〃
④ ﾊﾞｲﾊﾟｽ開閉器 ﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶ ﾊﾞｲﾊﾟｽ回路保護 〃
⑤ 入出力端子台 － 入・出力接続 15ﾍﾟｰｼﾞ参照
⑥ 交流出力ｺﾝｾﾝﾄ 出力ｺﾝｾﾝﾄAC100V 2P接地型ｺﾝｾﾄ(抜け止め) 〃
⑦ 外部信号部 － 外部転送信号接続用 16,17ﾍﾟｰｼﾞ参照
⑧ ﾊﾞｯﾃﾘｺﾈｸﾀ 増設ﾊﾞｯﾃﾘ ﾊﾞｯﾃﾘ部、ﾊﾞｯﾃﾘ盤との接続用 15ﾍﾟｰｼﾞ参照
⑨ 排気孔 － 冷却用
⑩ 吸気孔 － 冷却用
⑪ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ開閉器 ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶ 保守時のﾊﾞｲﾊﾟｽ回路投入用 29ﾍﾟｰｼﾞ参照
⑫ 出力ｺﾝｾﾝﾄ過電流遮断器 出力ｺﾝｾﾝﾄ保護ﾌﾞﾚｰｶ 出力ｺﾝｾﾝﾄの過負荷保護(15A) 25ﾍﾟｰｼﾞ参照

①

②

⑩

③

④

⑫
⑪

⑤
⑨

⑧

⑦

⑤

⑥
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FU-50α

 正　面　　　　　　　　　　　　右側面　　　　　　　　　　　　　 　裏　面

質量：約88kg

番号 名　　称 本体の表示 機　　　能 備　　考
① LCD,LED表示 ― UPS状態･計測表示 13ﾍﾟｰｼﾞ参照
② POWERｽｲｯﾁ POWER 電力供給 20ﾍﾟｰｼﾞ参照
③ 入力開閉器 入力ﾌﾞﾚｰｶ ｲﾝﾊﾞｰﾀ入力回路保護 〃
④ ﾊﾞｲﾊﾟｽ開閉器 ﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶ ﾊﾞｲﾊﾟｽ回路保護 〃
⑤ 入出力端子台 － 入・出力接続 15ﾍﾟｰｼﾞ参照
⑥ 交流出力ｺﾝｾﾝﾄ 出力ｺﾝｾﾝﾄAC100V 2P接地型ｺﾝｾﾄ(抜け止め) 〃
⑦ 外部信号部 － 外部転送信号接続用 16,17ﾍﾟｰｼﾞ参照
⑧ ﾊﾞｯﾃﾘｺﾈｸﾀ 増設ﾊﾞｯﾃﾘ ﾊﾞｯﾃﾘ部、ﾊﾞｯﾃﾘ盤との接続用 15ﾍﾟｰｼﾞ参照
⑨ 排気孔 － 冷却用
⑩ 吸気孔 － 冷却用
⑪ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ開閉器 ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶ 保守時のﾊﾞｲﾊﾟｽ回路投入用 29ﾍﾟｰｼﾞ参照
⑫ 出力ｺﾝｾﾝﾄ過電流遮断器 出力ｺﾝｾﾝﾄ保護ﾌﾞﾚｰｶ 出力ｺﾝｾﾝﾄの過負荷保護(15A) 25ﾍﾟｰｼﾞ参照
⑬ 金具 － ｵﾌﾟｼｮﾝｹｰﾌﾞﾙｸﾗﾝﾌﾟ用,

ｲﾝﾊﾞｰﾀ部交換用

注意：ｵﾌﾟｼｮﾝｹｰﾌﾞﾙｸﾗﾝﾌﾟ用、ｲﾝﾊﾞｰﾀ部交換時の金具です。

　    装置の移動などに使用しないでください。

　    金具を止めている板金が破損するおそれがあります。

①

②

⑩

⑬

⑪
⑫

⑤

⑥

⑨

③
④

⑧

⑦

⑤
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４．操作部およびディスプレイ

番号 名　　称 機　　　　　　能

① POWERｽｲｯﾁ ＵＰＳから電力供給するためのｽｲｯﾁ。ONで給電

② 入力表示 入力受電時にLED（緑）点灯

③ 出力表示 ＵＰＳ出力供給時に LED （緑）点灯

④ ｱﾗｰﾑ ＵＰＳ故障時に LED （赤）点灯

⑤ CONTｱﾗｰﾑ 制御回路（CPU）故障時に LED （赤）点灯

⑥ LCD表示 ＵＰＳの状態・計測・保守支援・設定の表示

⑦ △ ｷｰ LCD表示画面の切り換え。設定値のUP

▽ ｷｰ LCD 表示画面の切り換え。設定値のDOWN

　ｷｰ LCD 表示画面の切り換え。設定桁選択

　ｷｰ LCD 表示画面の切り換え。設定桁選択

⑧ ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰ ＵＰＳの状態,計測,保守・支援,設定ﾓｰﾄﾞ画面の切り換え

⑨ ｾｯﾄ ｷｰ 設定値の記憶

⑩ ｸﾘｱ ｷｰ 設定値のｸﾘｱ

⑪ ﾌﾞｻﾞｰｽﾄｯﾌﾟｷｰ ﾌﾞｻﾞｰ鳴動時、ﾌﾞｻﾞｰを停止するためのｽｲｯﾁ

△

△

②
③
④
⑤

⑪ ⑧ ⑨ ⑩

⑥

⑦

①
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５．搬入・据え付けおよび配線

　5.1　環境

(1)  周囲温度は最高40℃です。40℃を越える場合は40℃以下になるように設置場所の通風・

冷却を行ってください。ただし、ﾊﾞｯﾃﾘを搭載しているため通常の周囲温度は20～25℃

で使用、管理することをお勧めします。

(2)  高湿度、腐食性ｶﾞｽ、塵埃の多い所では使用しないでください。故障のおそれがありま

す。

  

 • 振動、衝撃の少ない平らな所に設置してください。装置転倒など

により、けがのおそれがあります。

　5.2　搬入・据え付け

(1) 本装置の搬入は、包装状態のまま行ってください。

(2) 包装は、装置の据え付け場所の近くで開いてください。

(3) 設置場所、保持位置

 • 転倒、落下のおそれのない、平らな場所に設置してください。け

がのおそれがあります。

 • 装置の上部側面の角を確実に保持してください。

装置転倒などにより、けがのおそれがあります。

(4) 据付場所へ移動し、ＵＰＳ前面2箇所のｷｬｽﾀｰ部のﾛｯｸ金具で車輪を固定してください。

　5.3　配　線

(1) 外部への入・出力配線は、装置裏面の入・出力端子台、出力ｺﾝｾﾝﾄ、外部信号ｺﾈｸﾀにて

行ってください。

(2) 接続、接地

 • 入・出力端子台への接続は圧着端子を使用し、緩みがないように

してください。また、出力ｺﾝｾﾝﾄおよび外部信号ｺﾈｸﾀの差し込み

に、緩みがないようにしてください。

  発煙、発火のおそれがあります。

 • ｱｰｽ端子は必ず接地してください。感電のおそれがあります。

(3) 装置裏面側に保守ｽﾍﾟｰｽがない場合は、正面側に移動できるように配線の余長をとること

をおすすめします。

注注注注    意意意意
！！！！

注注注注    意意意意
！！！！

注注注注    意意意意
！！！！

離脱
     ｷｬｽﾀｰ

ﾛｯｸ金具

停止
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 　5.3.1　入力・出力

(4) 入・出力および標準電線
FU-20α,FU-30α                  　   　        FU-50α
右側面                      　　　    右側面

入・出力端子台

端 子 種 別 表　　　示 記　事（接続電線）
入 力 端 子                  入力：Ｒ，Ｓ 入 力 電 線          ：下表参照
出 力 端 子                  出力：Ｕ，Ｖ 出 力 電 線：下表参照
ア ー ス 端 子                  接地：Ｇ  ｱｰｽ  電線：下表参照

　　①標準電線
FU-20α FU-30α FU-50α 左記電線径は、600V

入 力 電 線 3.5㎜２ 8㎜２ 14㎜２ 架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ（CV）ｹｰﾌﾞﾙを
出 力 電 線 3.5㎜２ 8㎜２ 14㎜２ 使用した場合を示します。
 ｱｰｽ　電 線 3.5㎜２ 5.5㎜２ 5.5㎜２

　　②ｱｰｽの接続

ｱｰｽはD種接地とし、G端子に接続してください。

　　③端子ｶﾊﾞｰの取り付け

配線が終わりましたら、端子ｶﾊﾞｰをもと通りに取り付けてください。

(2) 増設ﾊﾞｯﾃﾘｺﾈｸﾀ

増設ﾊﾞｯﾃﾘｺﾈｸﾀは、ﾊﾞｯﾃﾘ部またはﾊﾞｯﾃﾘ盤と接続します。確実に接続されていることを確
認してください。

 • 増設ﾊﾞｯﾃﾘｺﾈｸﾀには常時直流電圧が印加されていますので、手を触
れたり、短絡させたりしないでください。
 けがのおそれがあります。注注注注    意意意意

！！！！
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5.3.2 外部信号
(1) 外部転送信号ｺﾈｸﾀ

　ﾈｯﾄﾜｰｸOS(NetWare,WindowsNTなど)のＵＰＳﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ機能をｻﾎﾟｰﾄするための信号を送出
する信号ｺﾈｸﾀです。ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとの接続は専用の信号ｹｰﾌﾞﾙ（ｵﾌﾟｼｮﾝ）で行います。

信　号　名　称 内　　　　　容
交流入力異常 商用電源が停電または電圧異常になった場合に信号を出力

します。（ａ接点、ｂ接点）
バッテリ電圧低下 バッテリ電圧が所定値（約６８Ｖ）以下に低下した場合に

信号を出力します。（ａ接点）
交 流 出 力 負荷装置へ交流出力を供給している場合に信号を出力しま

す。（ａ接点、ｂ接点）
インバータ出力 負荷装置へインバータ出力を供給している場合に信号を出

力します。（ａ接点）
バイパス出力 バイパス回路から商用電源を供給している場合に信号を出

力します。（ａ接点）

信号出力

装 置 異 常 装置異常が発生した場合に信号を出力します。（ａ接点）
信号入力 ＵＰＳシャットダウン 停電時ＤＣ５～１５Ｖを受信することにより、ＵＰＳの停

止が行えます。通電時に流れる電流は約１８ｍＡです。
注1． 各信号出力は無電圧接点で、接点容量はAC110V/DC24V 0.2Aです。

交流入力異常

ﾊﾞｯﾃﾘ電圧低下

ﾊﾞｲﾊﾟｽ出力

交流出力

装置異常

UPSｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ

JP2
2  1

8  7

6  5

4  3

ジ
ャ
ン
パ
ー

2
1
8(COM)
3
11
15
4
7(COM)
14
5
12
6
13
9
10

ｲﾝﾊﾞｰﾀ出力

(注)上図は停止時の状態を示します。
動作時の状態は 26ﾍﾟｰｼﾞを参照してください。

⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨

⑧⑦⑥⑤④③②①

Dｻﾌﾞ15ﾋﾟﾝ(ﾒｽ)

固定ねじ･･･M3
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(2)　ﾘﾓｰﾄON／OFF端子
　本端子を使用する場合は、ｹｰﾌﾞﾙ長約10mのﾘﾓｰﾄON／OFF ｽｲｯﾁ（ｵﾌﾟｼｮﾝ）などを接続しま
す。また、本機能をご使用の際は、装置正面のPOWERｽｲｯﾁをONとしてください。
信号名称 内　　　　　容

信

号

入

力

ﾘﾓｰﾄ

　ON/OFF

無電圧接点信号を受信することにより遠方始動／停止が行えます。
押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁなどの接点を接続してください。

 

注1． ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝﾓｰﾄﾞ時は、ﾘﾓｰﾄON/OFFとして動作します。
注2． W/Sﾓｰﾄﾞ時は、ﾘﾓｰﾄON/ﾜﾝﾀｯﾁｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝとして動作します。
注3． ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝﾓｰﾄﾞ、W/Sﾓｰﾄﾞは6.(2)ｵﾌﾟｼｮﾝｶｰﾄﾞ接続時の設定(18ﾍﾟｰｼﾞ)を参照ください。

(3)   ｵﾌﾟｼｮﾝｶｰﾄﾞｽﾛｯﾄ

　ｵﾌﾟｼｮﾝｶｰﾄﾞとしてRS232Cｶｰﾄﾞ、SNMPｶｰﾄﾞ、LANｲﾝﾀﾌｪｰｽｶｰﾄﾞがあります。詳細はｵﾌﾟｼｮﾝ

ｶｰﾄﾞ取扱説明書をご覧ください。

注： UPSを運転中はｵﾌﾟｼｮﾝｶｰﾄﾞの取付ができません。必ずUPSを停止後、5分程度経過して

からｵﾌﾟｼｮﾝｶｰﾄﾞの取付を行ってください。

　　　

COM

ON

OFF

ﾘﾓｰﾄ ON  :100ms以上のﾊﾟﾙｽ信号
(接点閉)で始動

ﾘﾓｰﾄ OFF :100ms以上のﾊﾟﾙｽ信号
(接点閉)で停止

回路電圧　DC15V
通電電流　約15mA

ﾘﾓｰﾄ

TB

ｵﾌﾟｼｮﾝｶｰﾄﾞｽﾛｯﾄ

(ｵﾌﾟｼｮﾝｶｰﾄﾞ装着状態)
装置裏面
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６．運転前の準備
 (1) 運転前に次の確認をしてください。（下図、19ﾍﾟｰｼﾞの図参照）

項　目 確　　　認　　　内　　　容

入力電源 入力の仕様にあった電源に接続されていること。

装置外観 装置の外観に損傷や変形がないこと。

装置器具 ① POWER ｽｲｯﾁ 「OFF」であること

② 入力ﾌﾞﾚｰｶ 「切」であること

③ ﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶ 「切」であること

④ ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶ 「切」であること

⑤ 出力ｺﾝｾﾝﾄ保護ﾌﾞﾚｰｶ ﾎﾞﾀﾝが奥側までしっかり押しこまれていること

⑥ SW2（ﾊﾞｲﾊﾟｽ切換ｽｲｯﾁ） 「ｲﾝﾊﾞｰﾀ」側であること
⑦ SW1（UPS状態設定） 1：ﾌﾞｻﾞｰｽｲｯﾁ

2：未使用
3：Ｗ／Ｓの有無
4：工場設定用

･･･ 通常 ON
･･･ 通常OFF
･･･ 通常OFF　　　　(注1)
･･･ 通常 ON

⑧ JP2(接点信号ｺﾓﾝ切換え) ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ(ｼｮｰﾄﾋﾟﾝ4個)全て挿入されていること

 注1． 必要に応じて(2)項の設定を行ってください。

  

(2)　ｵﾌﾟｼｮﾝｶｰﾄﾞ接続時の設定

ｵﾌﾟｼｮﾝｶｰﾄﾞのRS232Cｶｰﾄﾞ、SNMPｶｰﾄﾞ、LANｲﾝﾀﾌｪｰｽｶｰﾄﾞを接続して、W/S（ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ）からの

指令を受けて、ＵＰＳのｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝやｽｹｼﾞｭｰﾙ運転を行う場合に設定します。詳細はｵﾌﾟｼｮﾝｶｰ

ﾄﾞ取扱説明書をご覧ください。

ｽｲｯﾁ

無　効（注1）
(ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝﾓｰﾄﾞ)

有　効（注2）
(W/Sﾓｰﾄﾞ)

UPS状態設定ｽｲｯﾁ(SW1)　3 OFF（下側） ON（上側）

注1． ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝﾓｰﾄﾞ ：ﾊﾟｿｺﾝ、ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝと通信しないﾓｰﾄﾞ。

注2． W/S(ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ)ﾓｰﾄﾞ：ﾊﾟｿｺﾝ、ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝと通信するﾓｰﾄﾞ。

①

 ON

 ↑   1  2  3  4

SW1（UPS 状態設定ｽｲｯﾁ）
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FU-20α，FU-30α　　　　　　　　　　　　　　　　FU-50α

ＳＷ１　ＵＰＳ状態設定 

②

③

②

③

④
⑤

④ ⑤

Ｏ

Ｎ

↑

 1　 2　　3　　4

⑧　　　　　　⑦　　⑥
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７．運転操作

　(1) 運　転

操　作　手　順 状　　態 LCD表示 LED表示

１ 受　電 冷却ﾌｧﾝ運転 ― ―

２ ﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶ「入」 ― ― ―

３ 入力ﾌﾞﾚｰｶを「入」 整流器,充電器始動

ﾊﾞｯﾃﾘ充電開始

ｽﾀﾝﾊﾞｲﾁｭｳ 入力(緑)点灯

４ POWERｽｲｯﾁを「ON」 ｲﾝﾊﾞｰﾀ始動。約10秒後に

ｲﾝﾊﾞｰﾀより出力開始

ﾄﾞｳｷ

ｲﾝﾊﾞｰﾀｳﾝﾃﾝ

出力(緑)点灯

 注1． ﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶが「切」の場合、入力ﾌﾞﾚｰｶを「入」にするとｱﾗｰﾑ(赤)が点灯し、ﾌﾞｻﾞｰ

が鳴動します。ﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶは「入」にしてください。

 注2． LCD表示は4分間状態の変化がなければ消えます。ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰを押すとＵＰＳ状態表

示ﾓｰﾄﾞを表示します。

 注3． 出力ｺﾝｾﾝﾄに接続した機器が動作しない場合は25ﾍﾟｰｼﾞの出力ｺﾝｾﾝﾄ保護ﾌﾞﾚｰｶを確認

してください。

 注4． POWERｽｲｯﾁ用ｶﾊﾞｰ 取付方法

POWERｽｲｯﾁを「ON」とした後、添付のPOWERｽｲｯﾁ用ｶﾊﾞｰを誤操作防止用として取付けて

ください。（下図参照）
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　(2) 停電動作確認ﾃｽﾄ

操　作　手　順 状　　態 LCD表示 LED表示

１ 入力分電盤のﾌﾞﾚｰｶを断と

し､元電源を｢OFF｣にする｡

ﾊﾞｯﾃﾘによりｲﾝﾊﾞｰﾀ運転、

出力供給継続、ﾌﾞｻﾞｰ鳴動

ﾃｲﾃﾞﾝ

ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ

入力(緑)消灯

出力(緑)点灯

２ 入力分電盤のﾌﾞﾚｰｶを投入

し、元電源を｢ON｣にする。

整流器、充電器始動

ﾊﾞｯﾃﾘ充電開始､ﾌﾞｻﾞｰ停止

ﾄﾞｳｷ

ｲﾝﾊﾞｰﾀｳﾝﾃﾝ

入力(緑)点灯

出力(緑)点灯

　(3) 日常の停止

操　作　手　順 状　　態 LCD表示 LED表示

１ POWERｽｲｯﾁを「OFF」 ｲﾝﾊﾞｰﾀ停止。出力断。

整流器，充電器運転継続

ｽﾀﾝﾊﾞｲﾁｭｳ 入力(緑)点灯

出力(緑)消灯

通常、入力ﾌﾞﾚｰｶは「入」のままとし、操作しないでください。

　(4) 長時間（1週間以上)使用しない場合の停止

操　作　手　順 状　　態 LCD表示 LED表示

１ POWERｽｲｯﾁを「OFF」 ｲﾝﾊﾞｰﾀ停止、出力断 ｽﾀﾝﾊﾞｲﾁｭｳ 出力(緑)消灯

２ 入力ﾌﾞﾚｰｶを「切」 整流器、充電器停止 ― 入力(緑)消灯

３ ﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶを「切」 ― ― ―

４ 入力電源遮断 冷却ﾌｧﾝ停止 ― ―

 注1． ＵＰＳを運転したまま入力電源を遮断すると、長時間停電と同じ動作となり、ﾊﾞｯﾃﾘ

を放電するため、運転再開時にＵＰＳのﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ機能を充分発揮できなくなります

のでご注意ください。
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８．動作・保護動作

　8.1  基本動作

    8.1.1  常時

　常時は商用電源を受電し、整流器で直流電力に変換後、さらにこの直流電力をｲﾝ

ﾊﾞｰﾀで商用電源と同期した交流電力に逆変換して、安定した電力を負荷に供給しま

す。ﾊﾞｯﾃﾘは充電器にて常時浮動充電され、商用電源の異常（停電、電圧降下など）

に対して待機しています。

常時の電力供給経路

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの表示状況

    8.1.2  商用電源異常

　商用電源に異常または停電が生じた場合は、整流器および充電器は停止しますが、

ﾊﾞｯﾃﾘからの直流電力によりｲﾝﾊﾞｰﾀが運転を継続し、負荷には瞬時の中断もない電力

を供給します。このとき、ﾊﾞｯﾃﾘ運転ﾌﾞｻﾞｰが鳴動し、整流器運転表示「入力」

（緑）が消灯します。

商用電源異常時の電力供給経路

電源
(商用)

電源
(商用)

 

出
力
切
換

　 

ス
イ
ッ
チ

 

出
力
切
換

　 

ス
イ
ッ
チ

ｲﾝﾊﾞｰﾀ整流器

ﾊﾞｯﾃﾘ 充電器

ｲﾝﾊﾞｰﾀ整流器

ﾊﾞｯﾃﾘ 充電器

出力

出力

● : 点灯

○ : 消灯

ﾄﾞｳｷ

ｲﾝﾊﾞｰﾀｳﾝﾃﾝ

4 分間表示
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商用電源異常時のﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの表示状況

    8.1.3  商用電源復帰

　商用電源が正常に回復しますと整流器および充電器は運転を再開し、自動的に8.1.

1に示した常時の動作状態に戻ります。

    8.1.4  長時間停電

　停電が長時間続いてﾊﾞｯﾃﾘ電圧が放電終止電圧に達しますと、保護回路が動作して、

ﾊﾞｯﾃﾘの過放電を防止するためｲﾝﾊﾞｰﾀを停止ます。

  なお、ｲﾝﾊﾞｰﾀ自動停止後、商用電源が正常に回復しますと、自動的に運転を再開

し、8.1.1に示した常時の運転状態に戻ります。

    8.1.5　過負荷時

　ｺﾝﾋﾟｭｰﾀなどの始動時に、大きな電流が流れ、万が一、ｲﾝﾊﾞｰﾀの容量を超える過負

荷状態になりますと、自動的に出力切換ｽｲｯﾁが働き、無瞬断でｲﾝﾊﾞｰﾀ給電からﾊﾞｲﾊﾟ

ｽ給電に切り換わります。その後、一定時間を経て、自動的に無瞬断でｲﾝﾊﾞｰﾀ給電に

切り換わり常時の状態に戻ります。（ｵｰﾄﾘﾀｰﾝ）

 

過負荷時の電力供給経路

電源
(商用)

 

出
力
切
換

　 

ス
イ
ッ
チ

ｲﾝﾊﾞｰﾀ整流器

ﾊﾞｯﾃﾘ 充電器

出力

・停電時
ﾃｲﾃﾞﾝ
ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ
・入力過電圧時
ﾆｭｳﾘｮｸHV
ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ
・周波数異常時
ﾆｭｳﾘｮｸｲｼﾞｮｳ
ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ
４分間表示
上記継続時は
・停電時
ﾃｲﾃﾞﾝ
ﾊﾞｯﾃﾘﾃｲｶ
・ 入力過電圧時
ﾆｭｳﾘｮｸHV
ﾊﾞｯﾃﾘﾃｲｶ
・ 周波数異常時
ﾆｭｳﾘｮｸｲｼﾞｮｳ
ﾊﾞｯﾃﾘﾃｲｶ
を表示します。

● : 点灯

○ : 消灯
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過負荷時のﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの表示状況

    8.1.6  ｲﾝﾊﾞｰﾀ故障時

　万が一、ｲﾝﾊﾞｰﾀに故障が発生した場合は、自動的に出力切換ｽｲｯﾁが働き、無瞬断

でｲﾝﾊﾞｰﾀ給電からﾊﾞｲﾊﾟｽ給電に切り換ります。ｱﾗｰﾑ（赤）表示が点灯し、ﾌﾞｻﾞｰが鳴

動します。電力供給経路は過負荷時と同じです。

ｲﾝﾊﾞｰﾀ故障時のﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの表示状況

 注１. 次の場合にはLCDに ｹｲｺｼｮｳ ｲﾝﾊﾞｰﾀｳﾝﾃﾝ を表示し、「ｱﾗｰﾑ」（赤）表示が点灯し

ます。

 • ｱﾚｽﾀ（避雷器）異常：ART ERR

 • ﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶ異常：NFB ERR

 注２. 故障時の取り扱い

 • ﾌﾞｻﾞｰは「ﾌﾞｻﾞｰｽﾄｯﾌﾟ」キーを押すと停止します。

 • ｲﾝﾊﾞｰﾀ故障によるﾊﾞｲﾊﾟｽ給電中に停電が発生すると出力が停止します。お早

めに購入先に連絡してください。

● : 点灯

○ : 消灯

● : 点灯

○ : 消灯

ｶﾃﾞﾝﾘｭｳ

ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ

ｼﾞｭｳｺｼｮｳ

ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ
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8.1.7 出力ｺﾝｾﾝﾄ保護ﾌﾞﾚｰｶ開放動作時

  出力ｺﾝｾﾝﾄに定格（2個口合計で15A）以上の負荷を接続した場合、または負荷短絡などが

発生した場合、保護ﾌﾞﾚｰｶが開放し出力ｺﾝｾﾝﾄを保護します。

保護ﾌﾞﾚｰｶが動作した場合は、負荷を減少させしばらくした後に、下図のﾎﾞﾀﾝを強く押し込

んでください。

FU-20α,FU-30α

FU-50α

ﾌﾞﾚｰｶOFF（手前に突出）

ﾌﾞﾚｰｶON （奥側）



8.2  保護動作
装置保護のため、下表の保護動作・機能があります。               ○印：表示点灯、ﾌﾞｻﾞｰ鳴動、転送信号送出を示します。 
ＬＣＤ表 示 操作部(正面パネル)表示 警報 転送信号：接点信号出力

ＵＰＳ状態表示ﾓｰﾄﾞ 入力 出力 ｱﾗｰﾑ CONT ﾌﾞｻﾞｰ 交流入力 ﾊ゙ ｯﾃﾘ 交流出力 ｲﾝﾊ゙ ﾀー ﾊ゙ ｲﾊ゚ ｽ 装置異常 保 護 動 作 備 　　　考
項　　目 表 示(注1) ｱﾗｰﾑ (注2) 異常 電圧低下 出力 出力

00 準　　備 ｽﾀﾝﾊﾞｲﾁｭｳ ○ － － － － － － － － － － － 受電，入力ﾌﾞﾚｰｶ「入」
01 重 故 障 ｼﾞｭｳｺｼｮｳ

ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ
○ ○ ○ － ○

(１)
－ － ○ － ○ ○ ｲﾝﾊﾞｰﾀ停止

ﾊﾞｲﾊﾟｽ給電
入力電圧が入力過電圧検出
値未満の場合(注3)

02 軽 故 障 ｹｲｺｼｮｳ
ｲﾝﾊﾞｰﾀｳﾝﾃﾝ

○ ○ ○ － ○
(１)

－ － ○ ○ － － ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電継続 (注4)

03 過 電 流 ｶﾃﾞﾝﾘｭｳ
ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ

○ ○ － － － － － ○ － ○ － ﾊﾞｲﾊﾟｽ給電 瞬時過電流はｲﾝﾊﾞｰﾀ給電に
自動戻り

04 強制バイパス ｷｮｳｾｲ
ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ

○ ○ － － － － － ○ － ○ － － ﾊﾞｲﾊﾟｽ給電に手動切り換え

05 同　　期 ﾄﾞｳｷ
ｲﾝﾊﾞｰﾀｳﾝﾃﾝ

○ ○ － － － － － ○ ○ － － － 正常運転状態

06 非 同 期 ﾋﾄﾞｳｷ
ｲﾝﾊﾞｰﾀｳﾝﾃﾝ

○ ○ － － － － － ○ ○ － － － 故障によるﾊﾞｲﾊﾟｽへの自動
切り換えは 約10msの瞬断

07 入力過電圧 ﾆｭｳﾘｮｸHV
ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ

－ ○ － － ○
(２)

○ － ○ ○ － － 整流器，充電器停止
ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電継続

ﾊﾞｯﾃﾘ放電

08 入力過電圧
（長時間）

ﾆｭｳﾘｮｸHV
ﾊﾞｯﾃﾘﾃｲｶ

－ ○ － － ○
(３)

○ ○ ○ ○ － － 整流器，充電器停止
ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電継続

ﾊﾞｯﾃﾘ放電
ﾊﾞｯﾃﾘENDでINV停止

09 停　　電 ﾃｲﾃﾞﾝ
ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ

－ ○ － － ○
(２)

○ － ○ ○ － － 整流器，充電器停止
ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電継続

ﾊﾞｯﾃﾘ放電

10 停　　電
（長時間）

ﾃｲﾃﾞﾝ
ﾊﾞｯﾃﾘﾃｲｶ

－ ○ － － ○
(３)

○ ○ ○ ○ － － 整流器，充電器停止
ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電継続

ﾊﾞｯﾃﾘ放電
ﾊﾞｯﾃﾘENDでINV停止

11 入力異常
（周波数）

ﾆｭｳﾘｮｸｲｼﾞｮｳ
ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ

－ ○ － － ○
(２)

○ － ○ ○ － － 整流器，充電器停止
ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電継続

ﾊﾞｯﾃﾘ放電

12 入力異常
（長時間）

ﾆｭｳﾘｮｸｲｼﾞｮｳ
ﾊﾞｯﾃﾘﾃｲｶ

－ ○ － － ○
(３)

○ ○ ○ ○ － － 整流器，充電器停止
ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電継続

ﾊﾞｯﾃﾘ放電
ﾊﾞｯﾃﾘENDでINV停止

13 ＣＰＵ異常 ○ 空欄は動作不定
注１．ＬＣＤ表示は、４分間ｷｰ操作がないと消えます。ただし、重故障・軽故障の場合、ＬＣＤ表示は消えません。
注２．警報ﾌﾞｻﾞｰ鳴動：ﾌﾞｻﾞｰは「ﾌﾞｻﾞｰｽﾄｯﾌﾟ」ｷｰを押すと停止します。故障時はお早めに購入先へ連絡ください。

　ﾌﾞｻﾞｰ音の種類
    (1)

    (2)

    (3)

注３．重故障の内容
① ｲﾝﾊﾞｰﾀ異常     ： INV HV,LV
② 整流器異常     ： REC HV,LV
③ 充電器異常     ： CHG HV,LV
④ 冷却ﾌｨﾝ温度上昇： FIN HT

注４．軽故障の内容
① ｱﾚｽﾀ(避雷器)異常 ：ART ERR
② ﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶ異常  ：NFB ERR

連続

 0.1 秒
0.55 秒

1 秒

ピ

ピ　ピ　ピ　ピ　ピ　
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９． 保守・点検

　　　本装置は静止形ですので、日常の手入れは必要ありませんが、経年的に交換を必要とする部

品もありますので下記の要領により行ってください。

 9.1  日常の点検

　表示灯の点灯状況に異常がないことを確認していただくだけで、特に点検、手入れの必要

はありません。

 9.2  定期点検

　　　　6ヵ月に1回程度、次の事項を実施してください。

 • 専門業者以外は、内部の保守・点検をしないでください。感電、け

が、やけど、発煙、発火などのおそれがあります。

 • 点検は、装置を完全に停止させ入力電源を断としてから行ってくだ

さい。感電のおそれがあります。

 • ﾊﾞｯﾃﾘが接続されており、電気部品は充電されていますので絶対に

手を触れないでください。感電のおそれがあります。

 (1) 外観・内部目視検査

  各回路部品で変色・腐食しているものはないか、特に腐食性ガスや湿気の多い場所に設

置されている場合はご注意ください。

 (2) ｺﾞﾐなどが内部の部品に付きますと故障の原因となりますので、吸気孔やﾌｧﾝ排気孔に付

いたｺﾞﾐ、ﾎｺﾘを除去してください。

 (3) LCD部の操作により、必要に応じて、ＵＰＳ状態表示・計測表示・保守支援の各ﾓｰﾄﾞの

確認を行ってください。LCD部の機能については、11.特殊機能をご覧ください。

 9.3　定期交換部品

 (1) ﾊﾞｯﾃﾘ　　　　　　　　　１回／12年（25℃の場合）

 １回／ 8年（30℃の場合）

ﾊﾞｯﾃﾘの保守点検は、9.4項をご覧ください。

注注注注    意意意意
！！！！
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 9.4　ﾊﾞｯﾃﾘの保守・点検

 • 専門業者以外は、内部の保守・点検をしないでください。感電、

けが、やけど、発煙、発火などのおそれがあります。

 • ﾊﾞｯﾃﾘは定期的に交換してください。交換時期を過ぎたﾊﾞｯﾃﾘは、

火災の原因になることがあります。

 9.4.1　ﾊﾞｯﾃﾘﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟの確認

　LCD部の操作（保守支援ﾓｰﾄﾞ／ﾊﾞｯﾃﾘﾁｪｯｸ）により、定期的（3ヵ月に1回程度）にﾊﾞｯﾃﾘ

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ時間を確認してください。

　LCD部の機能については、11.特殊機能をご覧ください。

 9.4.2  ﾊﾞｯﾃﾘの交換の目安

(1)  ﾊﾞｯﾃﾘは、周囲温度、放電回数など使用条件によって寿命が短縮されます。特に温度に

よる影響は大きく、周囲温度によって下表のように短縮されます。（周囲温度とﾊﾞｯﾃﾘ

寿命の目安は下表を参照してください。）寿命を過ぎて使用しますと、液漏れが発生し

最悪の場合は損傷のおそれがありますので、予防保全のためお早めに交換をお願いしま

す。
使用温度環境 期待寿命 ﾊﾞｯﾃﾘ交換時期

25℃ 13 年 12 年
30℃ 9  年 8  年
35℃ 6.5年 5.5年
40℃ 4.8年 4  年

 (2) ﾊﾞｯﾃﾘの余命時間は、LCD部の操作（保守支援ﾓｰﾄﾞ／ﾊﾞｯﾃﾘ余命）により確認してくださ

い。LCD部の機能については、11.特殊機能をご覧ください。

 (3) ﾊﾞｯﾃﾘの指定

 • ﾊﾞｯﾃﾘは本装置専用品です。指定のﾊﾞｯﾃﾘ以外を使用しないでくだ

さい。また、ﾒｰｶ名・新旧異なるものを混ぜて使用しないでくださ

い。ﾊﾞｯﾃﾘの寿命低下、漏液、発熱の原因になることがあります。

 9.4.3  ﾊﾞｯﾃﾘの廃棄

 • ﾊﾞｯﾃﾘは有害物質の鉛を含んでいますので、交換後の不要となった

ﾊﾞｯﾃﾘの処理は産業廃棄物処理業者に委託するか、購入したﾊﾞｯﾃﾘ

の箱を利用して購入先へ返送してください。

注注注注    意意意意
！！！！

注注注注    意意意意
！！！！

注注注注    意意意意
！！！！
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10．手入れおよび非常時の操作

 10．1　ﾊﾞｯﾃﾘの交換　（専門業者扱い）

　手動操作によりでｲﾝﾊﾞｰﾀ給電から無瞬断でﾊﾞｲﾊﾟｽ給電に切り換え、ﾊﾞｯﾃﾘの交換をしま

す。

  ﾊﾞｯﾃﾘ交換をする場合は専門業者に依頼するか、販売店または当社営業所までお問い合

わせください。

ご注意
　ﾊﾞｯﾃﾘ交換を行うＵＰＳがＵＰＳ管理ｿﾌﾄｳｪｱを使い、負荷装置(W/Sなど)とｼﾘｱﾙ通信(LA
N通信)を行っている場合は、ﾊﾞｯﾃﾘ交換の手順が本書と異なります。該当する場合は別冊
の作業要領書をご覧ください。

 • 専門業者以外は「ﾊﾞｲﾊﾟｽ切換ｽｲｯﾁ」の操作およびﾊﾞｯﾃﾘの交換はし
ないでください。感電、けがなどのおそれがあります。

 • ﾊﾞｯﾃﾘﾕﾆｯﾄを足へ落下させないように注意してください。けがのお
それがあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注１）

 • ﾊﾞｯﾃﾘの交換作業は、絶縁された手袋をするなどの対処をして行っ
てください。感電のおそれがあります。　　　　　　　　（注２）

 • ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾎﾞｯｸｽを取り外す際は端子部・ｺﾈｸﾀ部に触れないよう
に注意してください。感電のおそれがあります。

注１：ﾊﾞｯﾃﾘﾕﾆｯﾄの質量
FU-20α：約32kg　　FU-30α：約48kg　　FU-50α：約64kg(約32kg×2)

注２：ﾊﾞｯﾃﾘ端子には高電圧（最大約72V：約12V×6個）が発生しています。

(1) ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電からﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽ給電への切り換え

①　 ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶのｶﾊﾞｰを外し、②項の手順に従って操作してください。

②　切り換え操作

操　作　手　順 状　　態 ＬＣＤ表示 ＬＥＤ表示
１ ﾊﾞｲﾊﾟｽ切換ｽｲｯﾁを
「ﾊﾞｲﾊﾟｽ」（左側）

ｲﾝﾊﾞｰﾀ→ﾊﾞｲﾊﾟｽ給電に切り換え
ｲﾝﾊﾞｰﾀ停止　　　　　（注１）

ｷｮｳｾｲ
ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ

入力(緑)点灯
出力(緑)点灯

２ ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶを
「入」

ﾊﾞｲﾊﾟｽ給電→
ﾊﾞｲﾊﾟｽとﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽより給電

同　上 同　上

３ POWERスイッチを「OFF」 ﾊﾞｲﾊﾟｽ出力停止 同　上 同　上

４ 入力ﾌﾞﾚｰｶを「切」 ― 同　上 同　上

５ ﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶを「切」 ― 同　上 同　上

注1.同期運転していない場合は切り換えができません。

(2) ﾊﾞｯﾃﾘ部の交換方法（32ﾍﾟｰｼﾞの図参照）

 ① ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾎﾞｯｸｽ取り付けﾈｼﾞ（3箇所）を取り外してください。

 ② ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾎﾞｯｸｽをＵＰＳ本体から取り外してください。

 ③ ｲﾝﾊﾞｰﾀ部、ﾊﾞｯﾃﾘ部接続ﾈｼﾞ（1箇所）を取り外してください。

 ④ ｲﾝﾊﾞｰﾀ部を装置前面にｽﾗｲﾄﾞさせると、ｲﾝﾊﾞｰﾀ部とﾊﾞｯﾃﾘ部は分離できます。

 ⑤ ﾊﾞｯﾃﾘ部本体を交換します。

 ⑥ ｲﾝﾊﾞｰﾀ部、ﾊﾞｯﾃﾘ部、ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾎﾞｯｸｽを取り外した手順と逆の順番で組み立ててください。

注注注注    意意意意
！！！！
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(3) ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽ給電からｲﾝﾊﾞｰﾀ給電への戻し方

①　切り換え操作

操　作　手　順 状　　　態 LCD表示 LED表示
１ ﾊﾞｲﾊﾟｽ切換ｽｲｯﾁを 
「ﾊﾞｲﾊﾟｽ」（左側）

冷却ﾌｧﾝ運転
(ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾎﾞｸｽ取り付け時）

－

２ ﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶを「入」 ― ｷｮｳｾｲ
ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ

入力(緑)点灯
出力(緑)点灯

３ 入力ﾌﾞﾚｰｶを「入」 整流器、充電器始動
ﾊﾞｯﾃﾘ充電開始

同　上 同　上

４ POWERｽｲｯﾁを「ON」 ｲﾝﾊﾞｰﾀ始動 同　上 同　上
５ ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶを
「切」　　　　　注１

―
同　上 同　上

５ ﾊﾞｲﾊﾟｽ切換ｽｲｯﾁを
「ｲﾝﾊﾞｰﾀ」（右側）

ﾊﾞｲﾊﾟｽ→ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電に切り換え ﾄﾞｳｷ
ｲﾝﾊﾞｰﾀｳﾝﾃﾝ

同　上

 注1. LCD表示に「ｷｮｳｾｲ ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ」と表示されていることを確認してから、ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟ

ｽﾌﾞﾚｰｶを「切」としてください。

②　ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶのｶﾊﾞｰを取り付けてください。

常時、ﾊﾞｲﾊﾟｽ切換ｽｲｯﾁは「ｲﾝﾊﾞｰﾀ」（右側）にしておいてください

10.2 ＵＰＳ本体の交換

　ＵＰＳ異常時、手動操作によりﾊﾞｲﾊﾟｽ給電からﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽ給電に切り換え、ＵＰＳ本体

の交換をします。なお異常となったＵＰＳがＵＰＳ管理ｿﾌﾄｳｪｱを使い負荷装置(W/Sなど)とｼ

ﾘｱﾙ通信(LAN通信)を行っている場合は、ＵＰＳ本体の交換の作業前にＵＰＳ管理ｿﾌﾄｳｪｱを停

止してください。

・ 専門業者以外は「ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶ」の操作およびＵＰＳ本体の交

換はしないでください。感電、けがなどのおそれがあります。

 (1) ﾊﾞｲﾊﾟｽ給電からﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽ給電への切り換え

  正面ﾊﾟﾈﾙ表示の「入力」(緑),「出力」(緑),および「ｱﾗｰﾑ」(赤)または「CONT ｱﾗｰﾑ」(赤)

が点灯していることを確認してください。

①　 装置裏面のﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶのｶﾊﾞｰを外してください。

②　切り換え操作

操　作　手　順 状　　態 LCD表示 LED表示
１ ﾊﾞｲﾊﾟｽ切換ｽｲｯﾁを
「ﾊﾞｲﾊﾟｽ」（左側）

ﾊﾞｲﾊﾟｽ給電継続
ｼﾞｭｳｺｼｮｳ
ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ

入力(緑)点灯
出力(緑)点灯

２ ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶを
「入」

ﾊﾞｲﾊﾟｽ給電→
ﾊﾞｲﾊﾟｽとﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽより給電

同　上
ｱﾗｰﾑ(赤)または
CONTｱﾗｰﾑ(赤)点灯

３ POWERスイッチを
「OFF」 ﾊﾞｲﾊﾟｽ出力停止 同　上 同　上

４ 入力ﾌﾞﾚｰｶを「切」 ― 同　上 同　上

５ ﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶを「切」 ― 同　上 同　上

注注注注    意意意意
！！！！
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(2) ＵＰＳ本体の交換方法（32ﾍﾟｰｼﾞの図参照）

 ① ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾎﾞｯｸｽ取り付けﾈｼﾞ（3箇所）を取り外してください。

 ② ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾎﾞｯｸｽをＵＰＳ本体から取り外してください。

 ③ ｲﾝﾊﾞｰﾀ部、ﾊﾞｯﾃﾘ部接続ﾈｼﾞ（1箇所）を取り外してください。

 ④ ｲﾝﾊﾞｰﾀ部を装置前面にｽﾗｲﾄﾞさせると、ｲﾝﾊﾞｰﾀ部とﾊﾞｯﾃﾘ部は分離できます。

 ⑤ ｲﾝﾊﾞｰﾀ部本体を交換します。

 ⑥ ｲﾝﾊﾞｰﾀ部、ﾊﾞｯﾃﾘ部、ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾎﾞｯｸｽを取り外した手順と逆の順番で組み立ててください。

(3) ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽ給電からｲﾝﾊﾞｰﾀ給電への戻し方

①　切り換え操作

操　作　手　順 状　　　態 LCD表示 LED表示
１ ﾊﾞｲﾊﾟｽ切換ｽｲｯﾁを
「ﾊﾞｲﾊﾟｽ」（左側）

冷却ﾌｧﾝ運転
(ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾎﾞｸｽ取り付け時）

－

２ ﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶを「入」 ―
ｷｮｳｾｲ
ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ

入力(緑)点灯
出力(緑)点灯

３ 入力ﾌﾞﾚｰｶを「入」
整流器、充電器始動
ﾊﾞｯﾃﾘ充電開始

同　上 同　上

４ POWERｽｲｯﾁを「ON」 ｲﾝﾊﾞｰﾀ始動 同　上 同　上
５ ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶを
「切」　　　　　注１

―
同　上 同　上

５ ﾊﾞｲﾊﾟｽ切換ｽｲｯﾁを    
ｲﾝﾊﾞｰﾀ」（右側）

ﾊﾞｲﾊﾟｽ→ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電に切り換え ﾄﾞｳｷ
ｲﾝﾊﾞｰﾀｳﾝﾃﾝ

同　上

 注1. LCD表示に「ｷｮｳｾｲ ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ」と表示されていることを確認してから、ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟ

ｽﾌﾞﾚｰｶを「切」としてください。

②　 ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶのｶﾊﾞｰを取り付けてください。

常時、ﾊﾞｲﾊﾟｽ切換ｽｲｯﾁは「ｲﾝﾊﾞｰﾀ」（右側）にしておいてください
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    ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾎﾞｯｸｽ取り付けﾈｼﾞ(○ 3箇所)        ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾎﾞｯｸｽ取り付けﾈｼﾞ(○ 3箇所)

FU-20α,FU-30α　　　　　　　　　 FU-50α

     ｲﾝﾊﾞｰﾀ部、ﾊﾞｯﾃﾘ部接続ﾈｼﾞ(○ 1箇所)              ｲﾝﾊﾞｰﾀ部、ﾊﾞｯﾃﾘ部接続ﾈｼﾞ(○ 1箇所)

 FU-20α,FU-30α                FU-50α
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11．特殊機能

　11.1　周波数自動判別機能

　本装置は、地域別の50Hz，60Hzを自動的に判別します。ただし、入力電圧が正常範囲で

ないと判別できません。

　11.2  LCD部の操作・機能

11.2.1  操作・表示部

番号 名　　称 機　　　　　　能
① LCD表示 ＵＰＳの状態、計測、保守支援、設定の表示
② ﾓｰﾄﾞ/ONｷｰ ＵＰＳの状態、計測、保守支援、設定各ﾓｰﾄﾞ画面の切り換えおよびLCD消

灯時のON
③ ｾｯﾄｷｰ 設定値の記憶 
④ ｸﾘｱｷｰ 設定値のｸﾘｱ
⑤ ﾌﾞｻﾞｰｽﾄｯﾌﾟｷｰ ﾌﾞｻﾞｰ鳴動時、ﾌﾞｻﾞｰを停止させるためのｽｲｯﾁ          
⑥ △ｷｰ LCD表示画面の切り換え、設定値のUP            
 ▽ｷｰ LCD表示画面の切り換え、設定値のDOWN             
 　ｷｰ LCD表示画面の切り換え、設定桁選択                      
 　ｷｰ LCD表示画面の切り換え、設定桁選択

⑤ ② ③ ④

①

⑥
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11.2.2　操作・機能

   (1)　ﾓｰﾄﾞの種類

機　　能 画面 ﾓ ｰ ﾄﾞ 内　　容

ＵＰＳ状態表示機能 00 UPSｼﾞｮｳﾀｲﾋｮｳｼﾞ

          ﾓｰﾄﾞ

UPSの運転状態を表示する

計測表示機能 01 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ

          ﾓｰﾄﾞ

UPSの各部を計測し表示する

保守支援機能 02 UPS ﾎｼｭｼｴﾝ

          ﾓｰﾄﾞ

各種履歴の表示,ﾊﾞｯﾃﾘのﾁｪｯｸ、ﾊﾞｯﾃﾘ

余命時間を表示する。

各種設定機能 03 UPS ｾｯﾃｲ

          ﾓｰﾄﾞ

各種設定を実施する。

初期状態（ＬＣＤ部を操作しない状態）では、画面00中のｺｰﾄﾞ00～0Eの何れかの表示となります。

操作・表示

 ① 受電、入力ﾌﾞﾚｰｶ「入」で、UPSｼﾞｮｳﾀｲﾋｮｳｼﾞﾓｰﾄﾞ:ｽﾀﾝﾊﾞｲﾁｭｳが表示されます。

 ② ﾓｰﾄﾞ/ONキーで画面を切り換えます。

  画面　　　　00　→　01　→　02　→　03　　　　の順に切り換わります。

 ③ ｾｯﾄキーでモードを決定します。

 ④ LCD表示内容に↑、↓、←、→などの矢印がある場合、その方向の△、▽、　、　、ｷｰが

有効です。

矢　印 操作キー

↑

←    →

↓

△

▽
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　 (2)　ＵＰＳ状態表示機能

画面 ﾓｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ 表　示　内　容

00 UPSｼﾞｮｳﾀｲﾋｮｳｼﾞ 

           ﾓｰﾄﾞ

00 ｽﾀﾝﾊﾞｲ ﾁｭｳ 

01 ｼﾞｭｳ ｺｼｮｳ

ﾊﾞｲﾊﾟｽ ｳﾝﾃﾝ

02 ｼﾞｭｳ ｺｼｮｳ

ｼｭﾂﾘｮｸﾃｲｼ

03 ｹｲ ｺｼｮｳ    

ｲﾝﾊﾞｰﾀ ｳﾝﾃﾝ 

04 ｹｲ ｺｼｮｳ

05 ｶﾃﾞﾝﾘｭｳ

ﾊﾞｲﾊﾟｽ ｳﾝﾃﾝ

06 ｷｮｳｾｲ

ﾊﾞｲﾊﾟｽ ｳﾝﾃﾝ

07 ﾄﾞｳｷ        

ｲﾝﾊﾞｰﾀ ｳﾝﾃﾝ  

08 ﾋﾄﾞｳｷ       

ｲﾝﾊﾞｰﾀ ｳﾝﾃﾝ 

09 ﾆｭｳﾘｮｸ HV

ﾊﾞｯﾃﾘ ｳﾝﾃﾝ

0A ﾆｭｳﾘｮｸ HV

ﾊﾞｯﾃﾘ ﾃｲｶ

0B ﾃｲﾃﾞﾝ

ﾊﾞｯﾃﾘ ｳﾝﾃﾝ

0C ﾃｲﾃﾞﾝ

ﾊﾞｯﾃﾘ ﾃｲｶ

0D ﾆｭｳﾘｮｸｲｼﾞｮｳ

ﾊﾞｯﾃﾘ ｳﾝﾃﾝ

0E ﾆｭｳﾘｮｸｲｼﾞｮｳ

ﾊﾞｯﾃﾘ ﾃｲｶ

操作・表示

 ① 画面00：UPS ｼﾞｮｳﾀｲ ﾋｮｳｼﾞ ﾓｰﾄﾞ表示時、ｾｯﾄ ｷｰを押すと現在の状態表示:ｺｰﾄﾞ00～0Eの該

当表示内容が表示されます。

 ② LCD表示は4分間ｷｰ操作をしないと消えます。ただし、ｺｰﾄﾞ01:ｼﾞｭｳｺｼｮｳ ﾊﾞｲﾊﾟｽ ｳﾝﾃﾝ時、

ｺｰﾄﾞ02:ｼﾞｭｳｺｼｮｳ ｼｭﾂﾘｮｸﾃｲｼ時、ｺｰﾄﾞ03:ｹｲｺｼｮｳ ｲﾝﾊﾞｰﾀ ｳﾝﾃﾝ時、およびｺｰﾄﾞ04:ｹｲｺｼｮｳ時

はﾌﾞｻﾞｰが鳴動し、表示が継続されます。ここでﾌﾞｻﾞｰｽﾄｯﾌﾟｷｰを押すとﾌﾞｻﾞｰが停止し、4

分間でLCD表示が消えます。また、ＵＰＳの状態に変化があった場合は、ｺｰﾄﾞ00～0Eの該

当表示内容が表示されます。

 ③ ﾓｰﾄﾞ/ONｷｰで画面00:UPS ｼﾞｮｳﾀｲ ﾋｮｳｼﾞ ﾓｰﾄﾞに戻ります。
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 　(3)　計測表示機能

画面 ﾓｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ 表示内容 ｺｰﾄﾞ 表示内容

01 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ
            ﾓｰﾄﾞ

0 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ    
ﾆｭｳﾘｮｸ        ↓

00 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ    
Vin XXX V   　→

06 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ
Iin XX.X A

0B UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ
ﾃﾞﾝﾘｮｸX.XXkW

0D UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ
ｼｭｳﾊｽｳXX.XHz  ←

1 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ
ｼｭﾂﾘｮｸ

01 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ
Vout XXX V    →

07 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ
Iout XX.X A

0C UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ
ﾌｶﾘﾂ XXX ％   ←

2 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ
ﾁｬｰｼﾞｬｰ

02 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ
Vchg XXX V    →

08 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ
Ichg X.XX A 　←

3 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ
ﾊﾞｯﾃﾘ

03 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ
Vbat XXX V  　→

09 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ
Ibat XX.X A   ←

4 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ
ｵﾝﾄﾞ

04 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ
ｼｭｳｲ XXX ℃   →

0A UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ
ﾋｰﾄｼﾝｸ XXX ℃ ←

5 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ
ｾｲﾘｭｳｷ        ↑

05 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ
Vrec XXX V

 注1. ｺｰﾄﾞ09:Ibatはﾊﾞｯﾃﾘ放電電流、ｺｰﾄﾞ0B:ﾃﾞﾝﾘｮｸは入力電力、ｺｰﾄﾞ0D:ｼｭｳﾊｽｳは入力周波数
を表示します。

操作・表示
 ① 画面01：UPS ｹｲｿｸ ﾋｮｳｼﾞ ﾓｰﾄﾞ表示時、ｾｯﾄｷｰを押すとｺｰﾄﾞ0：UPS ｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ ﾆｭｳﾘｮｸが表

示されます。
 ② ▽または△ｷｰで表示を切り換えます。
  ▽ ｷｰでｺｰﾄﾞ0→1→2→3→4→5の順に選択します。
  △ ｷｰでｺｰﾄﾞ5→4→3→2→1→0の順に選択します。
 ③ ｾｯﾄ ｷｰでｺｰﾄﾞ0～5の表示内容を決定します。ｺｰﾄﾞ00～0Dへｾｯﾄ内容が切り換わります。
 ④ ｺｰﾄﾞ00～0Dの表示状態のとき、計測内容の選択は　 または　  ｷｰで行います。
      ｷｰで前の表示内容を選択します。     ｷｰで次の表示内容を選択します。
 ⑤ ｺｰﾄﾞ00～0Dの表示状態のとき、ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰでｺｰﾄﾞ0：UPS ｹｲｿｸ ﾋｮｳｼﾞ ﾆｭｳﾘｮｸに戻ります。

さらに、ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰで画面01：UPSｹｲｿｸ ﾋｮｳｼﾞ ﾓｰﾄﾞ、画面02：UPSﾎｼｭ ｼｴﾝﾓｰﾄﾞの順に戻り
ます。

 ⑥ 画面01の表示内容の分岐
　　     入力：０　←→　00　←→　06　←→　0B　←→　0D
　　　　　　　↑↓　    （電圧）　（電流）　（電力）  （周波数）
　　     出力：１　←→  01  ←→  07  ←→  0C
　　　　　    ↑↓　    （電圧）　（電流） （負荷率）
　     充電器：２　←→  02  ←→  08
　　　　　    ↑↓　    （電圧）　（電流）
     バッテリ：３　←→  03  ←→  09
　　　　　    ↑↓　    （電圧）（放電電流）
　　     温度：４　←→  04  ←→  0A
　　　　　    ↑↓　    （周囲）（冷却ﾋｰﾄｼﾝｸ）
　     整流器：５　←→  05
　　　　　　　　　      （電圧）
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　 (4)  保守支援機能

画面 ﾓｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ 表示内容 内　　　容
02 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ    
           ﾓｰﾄﾞ

0 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ    
ｱﾗｰﾑ ﾘﾚｷ     ↓

ｱﾗｰﾑの内容と日時を記憶(最大４個)する。
古い順に破棄する。

1 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ
ﾃｲﾃﾞﾝ ﾘﾚｷ

入力電圧異常の発生日時と復帰日時を記憶
(最大4個)する。古い順に破棄する。

2 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ
ｿｳｻ ﾘﾚｷ

ＵＰＳ始動・停止の最新日時を記憶(各１
個)する。

3 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ
ﾃｲﾃﾞﾝ ｶｲｽｳ

停電回数をｶｳﾝﾄ(最大255回)する。

4 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ
ｾｷｻﾝ ｼﾞｶﾝ

UPS(ｲﾝﾊﾞｰﾀ)運転の時間(最大99999時間)ﾊﾞｯ
ﾃﾘ運転の時間(最大999分)を表示する。

5 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ
ﾊﾞｯﾃﾘ ﾁｪｯｸ

実負荷時のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ時間をﾁｪｯｸし、ﾊﾞｯﾃﾘの
良否を判定する。良否の判定は5分とする｡

6 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ
ﾊﾞｯﾃﾘ ﾖﾒｲ 

ﾊﾞｯﾃﾘの余命時間を温度条件より計算し、表
示する。

７ UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ
ﾋﾂﾞｹｼﾞｮｳﾎｳ

ﾊﾞｯﾃﾘの交換実施日時を記憶する。

８ UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ
NFB ﾘﾚｷ      ↑

ﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶのON・OFFの操作日時を記憶す
る（各１個）

操作・表示

 ① 画面02：UPSﾎｼｭ ｼｴﾝ ﾓｰﾄﾞ表示時、ｾｯﾄ ｷｰを押すと、ｺｰﾄﾞ0:UPSﾎｼｭ ｼｴﾝ ｱﾗｰﾑ ﾘﾚｷが表示さ

れます。

 ② △ または ▽ ｷｰで表示を切り換えます。

  ▽ ｷｰでｺｰﾄﾞ0→1→2→3→4→5→6→7→8の順に選択します。

  △ ｷｰでｺｰﾄﾞ8→7→6→5→4→3→2→1→0の順に選択します。

 ③ ｾｯﾄ ｷｰでｺｰﾄﾞ0～8の表示内容を決定します。

 ④ ｺｰﾄﾞ0～8の内容を表示しているとき、ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰでｺｰﾄﾞ0～8の表示へ戻ります。

 ⑤ ｺｰﾄﾞ0～8の表示状態のとき、ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰで画面02:UPSﾎｼｭ ｼｴﾝ ﾓｰﾄﾞに戻ります。さらに、

ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰで画面03:UPSｾｯﾃｲ ﾓｰﾄﾞに戻ります。
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Ⅰ．ｱﾗｰﾑ履歴

ｺｰﾄﾞ 表　示　内　容 ｺｰﾄﾞ 表　示　内　容
0 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ
ｱﾗｰﾑ ﾘﾚｷ      ↓

00 注１          L1
注２　　　　　↓

01 注１　　　　　L2
注２

02 注１　　　　　L3
注２

03 注１          L4
注２          ↑

A0 ｸﾘｱｼﾃ ｲｲﾃﾞｽｶ?
　　     YES NO

　　　注１．上段に下記のいずれかが表示されます。

　　　　　①　INV HV ：XXX V　→　ｲﾝﾊﾞｰﾀ高電圧（重故障）を示します。

　　　　　②　INV LV ：XXX V　→　ｲﾝﾊﾞｰﾀ低電圧（重故障）を示します。

　　　　　③　REC HV ：XXX V　→　整流器高電圧（重故障）を示します。

　　　　　④　REC LV ：XXX V　→　整流器低電圧（重故障）を示します。

　　　　　⑤　CHG HV ：XXX V　→　充電器高電圧（重故障）を示します。

　　　　　⑥　CHG LV ：XXX V　→　充電器低電圧（重故障）を示します。

  　　    ⑦　BAT END：XXX V　→　ﾊﾞｯﾃﾘ放電終止

　　　　　⑧  ART ERR：……… →　ｱﾚｽﾀｰ(避雷器)異常(軽故障)を示します。

　　　　　⑨　NFB ERR：……… →　ﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶ異常（軽故障）を示します。

　　　    ⑩　FIN HT：XXX ℃　→　冷却ﾋｰﾄｼﾝｸ温度上昇（重故障）を示します。

　　　注２．下段に日時が表示されます。

　　　　　　（例）'98　7．1　20：35
　　　　　　　　（ 年　月 日 時　分）

操作・表示

 ① ｺｰﾄﾞ0：UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ ｱﾗｰﾑ ﾘﾚｷ表示時、ｾｯﾄ ｷｰを押すと、ｺｰﾄﾞ00の表示内容が表示されます。

 ② △ または ▽ ｷｰで表示を切り換えます。

  ▽ ｷｰでｺｰﾄﾞ00→01→02→03の順に選択します。

  △ ｷｰでｺｰﾄﾞ03→02→01→00の順に選択します。

 ③ ｱﾗｰﾑ履歴をｸﾘｱする場合はｸﾘｱ ｷｰを押します。ｺｰﾄﾞA0の表示内容が表示されます。

   　または 　 ｷｰでYES/NOを選択します。　 ｷｰを押してYESを選択し、さらに、ｾｯﾄ ｷｰを

押すとｱﾗｰﾑ履歴の内容は全てｸﾘｱされます。ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰでｺｰﾄﾞ00、ｺｰﾄﾞ0に戻ります。

 ④ ｺｰﾄﾞ00～03の表示状態からは、ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰでｺｰﾄﾞ0、画面02:UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝﾓｰﾄﾞに戻ります。
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Ⅱ．停電履歴

ｺｰﾄﾞ 表　示　内　容 ｺｰﾄﾞ 表　示　内　容
1 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ
ﾃｲﾃﾞﾝ ﾘﾚｷ

04 ﾃｲﾃﾞﾝ ｼﾞｶﾝ L1   →
注1　　　　　　 ↓

05 ﾃｲﾃﾞﾝ ｼﾞｶﾝ L2   →
注１

06 ﾃｲﾃﾞﾝ ｼﾞｶﾝ L3   →
注１

07 ﾃｲﾃﾞﾝ ｼﾞｶﾝ L4   →
注１

08 ﾌｯｷ ｼﾞｶﾝ L1     ←
注１

09 ﾌｯｷ ｼﾞｶﾝ L2     ←
注１

0A ﾌｯｷ ｼﾞｶﾝ L3     ←
注１

0B ﾌｯｷ ｼﾞｶﾝ L4     ←
注１

A1 ｸﾘｱｼﾃ ｲｲﾃﾞｽｶ?
　　　YES NO

　　　注１．下段に日時が表示されます。

操作・表示

 ① ｺｰﾄﾞ1：UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ ﾃｲﾃﾞﾝ ﾘﾚｷ表示時、ｾｯﾄ ｷｰを押すと、ｺｰﾄﾞ04の表示内容が表示されます。

 ② △ または ▽ ｷｰで表示を切り換えます。

  ▽ ｷｰでｺｰﾄﾞ04→05→06→07の順に選択します。

△ ｷｰでｺｰﾄﾞ07→06→05→04の順に選択します。

 または 　 ｷｰでｺｰﾄﾞ04   08,05    09,06    0A,07    0Bが表示されます。

 ③ 停電履歴をｸﾘｱする場合はｸﾘｱ ｷｰを押します。ｺｰﾄﾞA1の表示内容が表示されます。

   　または 　 ｷｰでYES/NOを選択します。　 ｷｰを押してYESを選択し、さらに、ｾｯﾄ ｷｰを

押すと停電履歴の内容は全てｸﾘｱされます。ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰでｺｰﾄﾞ04、ｺｰﾄﾞ1に戻ります。

 ④ ｺｰﾄﾞ04～0Bの表示状態からは、ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰでｺｰﾄﾞ1、画面02:UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝﾓｰﾄﾞに戻ります。
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Ⅲ．操作履歴

ｺｰﾄﾞ 表　示　内　容 ｺｰﾄﾞ 表　示　内　容
 2 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ

ｿｳｻ ﾘﾚｷ
 1E ｿｳｻ ｼﾄﾞｳｼﾞｶﾝ   ↓

注1
 1F ｿｳｻ ﾃｲｼｼﾞｶﾝ    ↑

注1
 A2 ｸﾘｱｼﾃ ｲｲﾃﾞｽｶ?

       YES NO

　　　注１．下段に日時が表示されます。

操作・表示

 ① ｺｰﾄﾞ2：UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ ｿｳｻ ﾘﾚｷ表示時、ｾｯﾄｷｰを押すと、ｺｰﾄﾞ1Eの表示内容が表示されます。

 ② △ または ▽ ｷｰで表示を切り換えます。

  ▽ ｷｰでｺｰﾄﾞ1E→1Fの順に選択します。

  △ ｷｰでｺｰﾄﾞ1F→1Eの順に選択します。

 ③ 操作履歴をｸﾘｱする場合はｸﾘｱｷｰを押します。ｺｰﾄﾞA2の表示内容が表示されます。

     または 　 ｷｰでYES/NOを選択します。　 ｷｰを押してYESを選択し、さらに、ｾｯﾄ ｷｰを

押すと操作履歴の内容は全てｸﾘｱされます。ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰでｺｰﾄﾞ1E、ｺｰﾄﾞ2に戻ります。

 ④ ｺｰﾄﾞ1E､1Fの表示状態からは、ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰでｺｰﾄﾞ2、画面02:UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝﾓｰﾄﾞに戻ります。

Ⅳ．停電回数

ｺｰﾄﾞ 表　示　内　容 ｺｰﾄﾞ 表　示　内　容
 3 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ

ﾃｲﾃﾞﾝ ｶｲｽｳ
 0F ﾃｲﾃﾞﾝ ｶｲｽｳ

         XXXｶｲ
 A3 ｸﾘｱｼﾃ ｲｲﾃﾞｽｶ?

       YES NO

操作・表示

 ① ｺｰﾄﾞ3：UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ ﾃｲﾃﾞﾝｶｲｽｳ表示時、ｾｯﾄキーを押すと、ｺｰﾄﾞ0Fの表示内容が表示されます。

 ② 停電回数をｸﾘｱする場合はｸﾘｱ ｷｰを押します。ｺｰﾄﾞA3の表示内容が表示されます。  　　

　または 　 ｷｰでYES/NOを選択します。　 ｷｰを押してYESを選択し、さらに、ｾｯﾄ ｷｰを押

すと停電回数の内容は全てｸﾘｱされます。ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰでｺｰﾄﾞ0F、ｺｰﾄﾞ3に戻ります。

 ③ ｺｰﾄﾞ0Fの表示状態からは、ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰでｺｰﾄﾞ3、画面02:UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝﾓｰﾄﾞに戻ります。
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Ⅴ．積算時間

ｺｰﾄﾞ 表　示　内　容 ｺｰﾄﾞ 表　示　内　容

4 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ

ｾｷｻﾝ ｼﾞｶﾝ

 10 ｾｷｻﾝ ｼﾞｶﾝ      ↓

UPS:XXXXXｼﾞｶﾝ

 11 ｾｷｻﾝ ｼﾞｶﾝ      ↑

BATT:Xh Xm Xs

操作・表示

① ｺｰﾄﾞ4:UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ ｾｷｻﾝｼﾞｶﾝ表示時、ｾｯﾄ ｷｰを押すとｺｰﾄﾞ10の表示内容を表示します。

② △または▽ｷｰで表示を切り換えます。

▽ ｷｰでｺｰﾄﾞ10→11の順に選択します。

 △ｷｰでｺｰﾄﾞ11→10の順に選択します。

③ ｺｰﾄﾞ10,11の表示状態からは、ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰでｺｰﾄﾞ4、画面02:UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝﾓｰﾄﾞに戻ります。
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Ⅵ．ﾊﾞｯﾃﾘﾁｪｯｸ

　本機能は、負荷を停止することなく現在使用している負荷容量に対して、ﾊﾞｯﾃﾘのﾊﾞｯｸｱｯ

ﾌﾟ時間を確認することができ、ﾊﾞｯﾃﾘの良否の判定が簡易的に行えます。なお、ﾊﾞｯﾃﾘﾁｪｯｸを

実施し結果が5分未満のときは、ﾊﾞｯﾃﾘの交換時期ですので、早めにﾊﾞｯﾃﾘを交換してくださ

い。

ｺｰﾄﾞ 表　示　内　容 ｺｰﾄﾞ 表　示　内　容
5 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ
ﾊﾞｯﾃﾘ ﾁｪｯｸ

12 ﾊﾞｯﾃﾘ ﾁｪｯｸ
ｼﾏｽｶ? YES NO

13 ﾊﾞｯﾃﾘﾁｪｯｸﾁｭｳ XXﾌﾝ
ｸﾘｱｷｰﾃﾞﾁｭｳｼｼﾏｽ

14 ﾊﾞｯﾃﾘｺｳｶﾝ XXﾌﾝ
ﾓｰﾄﾞｷｰｦｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ

15 ﾊﾞｯﾃﾘOKﾃﾞｽ XXﾌﾝ
ﾓｰﾄﾞｷｰｦｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ

操作・表示

 ① ｺｰﾄﾞ5：UPSﾎｼｭ ｼｴﾝ ﾊﾞｯﾃﾘ ﾁｪｯｸ表示時ｾｯﾄキーを押すとｺｰﾄﾞ12の表示内容が表示されます。

 ②    ｷｰを押してYESを選択します。

 ③ ｾｯﾄ ｷｰでﾊﾞｯﾃﾘﾁｪｯｸを開始すると、ｺｰﾄﾞ13の表示内容が表示されます。

 ④ ﾊﾞｯﾃﾘﾁｪｯｸを継続した場合、ﾊﾞｯﾃﾘ運転を最長5分間行い、自動的に通常運転に戻ります。

ﾊﾞｯﾃﾘﾁｪｯｸの結果、5分未満のときはｺｰﾄﾞ14の表示内容が4分間表示されます。ﾊﾞｯﾃﾘを交換

してください。ﾊﾞｯﾃﾘﾁｪｯｸの結果、5分以上のときはｺｰﾄﾞ15の表示内容が4分間表示されま

す。ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰでｺｰﾄﾞ5の表示に戻ります。(注3)

 ⑤ ｺｰﾄﾞ13の表示内容のときに、ﾊﾞｯﾃﾘﾁｪｯｸを中止する場合、ｸﾘｱ ｷｰでﾊﾞｯﾃﾘﾁｪｯｸを中止し、ｺｰ

ﾄﾞ5の表示内容に戻ります。

 ⑥ ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰで画面02：UPSﾎｼｭ ｼｴﾝ ﾓｰﾄﾞに戻ります。
 注1. ﾊﾞｯﾃﾘﾁｪｯｸ時のﾌﾞｻﾞｰ鳴動
  ﾊﾞｯﾃﾘﾁｪｯｸ中　　　　　　　　　　       ：
  
  ﾊﾞｯﾃﾘﾁｪｯｸ終了時、ﾊﾞｯﾃﾘ寿命時          ：
  
 注2. ﾊﾞｯﾃﾘﾁｪｯｸ中に下記の事象が発生した場合はﾊﾞｯﾃﾘﾁｪｯｸを中止します。
  ① ｽﾀﾝﾊﾞｲﾁｭｳ
  ② ｼﾞｭｳｺｼｮｳ     ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ
  ③ ｷｮｳｾｲ        ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ
  ④ ﾆｭｳﾘｮｸHV     ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ
  ⑤ ﾆｭｳﾘｮｸHV     ﾊﾞｯﾃﾘﾃｲｶ
  ⑥ ﾃｲﾃﾞﾝ        ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ

⑦  ﾃｲﾃﾞﾝ     　 ﾊﾞｯﾃﾘﾃｲｶ
⑧  ﾆｭｳﾘｮｸｲｼﾞｮｳ　ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ
⑨  ﾆｭｳﾘｮｸｲｼﾞｮｳ　ﾊﾞｯﾃﾘﾃｲｶ

注3. ﾊﾞｯﾃﾘﾁｪｯｸによりﾊﾞｯﾃﾘｾｲｼﾞｮｳと表示された場合でも、判定は目安ですので、ﾊﾞｯﾃﾘ交換

時期(9.4.2ﾊﾞｯﾃﾘの交換による)になりましたらﾊﾞｯﾃﾘを交換してください。

ピピ

ピ- ピ- ピ- ピ-
(4 回)
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Ⅶ．ﾊﾞｯﾃﾘ余命

ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容
6 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ
ﾊﾞｯﾃﾘ ﾖﾒｲ     

16 ﾊﾞｯﾃﾘ ﾖﾒｲ     ↓
ﾖﾒｲｼﾞｶﾝ  XXXXX H

17 ﾊﾞｯﾃﾘ ﾖﾒｲ     ↑   注4
ﾍｲｷﾝｵﾝﾄﾞ　  XX℃

18 BATTﾖﾒｲｼﾞｶﾝXXXXH↑ 注5
0<X<4320 ｺｳｶﾝﾖｺｸ

19 BATTﾖﾒｲｼﾞｶﾝXXXXH↑ 注5
X<0    ｺｳｶﾝｼﾞｯｼ

20 ﾘﾁｳﾑﾃﾞﾝﾁ        ↑
ｺｳｶﾝｼﾞｯｼ

操作・表示

 ① ｺｰﾄﾞ6：UPSﾎｼｭ ｼｴﾝ ﾊﾞｯﾃﾘ ﾖﾒｲ表示時 ｾｯﾄ ｷｰを押すとｺｰﾄﾞ16の表示内容が表示されます。(注2)

 ② △ または ▽ ｷｰで表示を切り換えます。

  ▽ ｷｰでｺｰﾄﾞ16→17の順に選択できます。

  △ ｷｰでｺｰﾄﾞ17→16の順に選択できます。

 ③ ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰでｺｰﾄﾞ6、画面02ﾓｰﾄﾞに戻ります。

 ④ ﾊﾞｯﾃﾘ余命が交換予告時間(4320H=180日)以下に達した場合は、ｺｰﾄﾞ18の表示内容が表示さ

れます。ﾊﾞｯﾃﾘの交換を予定してください。

 ⑤ ﾊﾞｯﾃﾘ余命の時間が0以下に達した場合は、ｺｰﾄﾞ19の表示内容が表示されます。ｸﾘｱ ｷｰを押

してﾊﾞｯﾃﾘ交換実施を解除してからからお早めにﾊﾞｯﾃﾘを交換してください。

 ⑥ ﾘﾁｳﾑ電池（裏面内のﾌﾟﾘﾝﾄ板に実装）が寿命に達した場合は、ｺｰﾄﾞ20の表示内容が表示さ

れます。

 注1. 時間は入力受電、入力ﾌﾞﾚｰｶ「入」時に計算します。

 注2. ﾊﾞｯﾃﾘのﾖﾒｲｼﾞｶﾝ　Hは目安です。ﾖﾒｲｼﾞｶﾝ 0Hとなりｺｰﾄﾞ19が表示され交換実施時期と

なった場合でも、Ⅵ.ﾊﾞｯﾃﾘﾁｪｯｸを実施してﾊﾞｯﾃﾘﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ時間を確認してから、お早め

にﾊﾞｯﾃﾘ交換をしてください。

  なお、ﾊﾞｯﾃﾘﾁｪｯｸによりﾊﾞｯﾃﾘｾｲｼﾞｮｳと表示された場合でも、判定は目安ですので、ﾊﾞｯﾃ

ﾘ交換時期(9.4.2ﾊﾞｯﾃﾘの交換による)になりましたらﾊﾞｯﾃﾘを交換してください。

 注3. ｺｰﾄﾞ18～20の状態になったとき該当する表示内容を表示し(4分間)、ﾌﾞｻﾞｰが鳴動します。

  ｸﾘｱ ｷｰを押してﾊﾞｯﾃﾘ交換実施を解除していない場合は、（　　　　　　　　４回）LCD

表示が消えた後に、ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰ押すと、再度LCD表示しﾌﾞｻﾞｰが鳴動します。

 注4. ｺｰﾄﾞ17が表示されているときに、ｺｰﾄﾞ18、19、20のいずれかの状態が発生した場合は↑

が　表示に変わります。また、平均温度は１時間前からの平均値を示します。

 注5. ｺｰﾄﾞ18または19が表示されているときに、ｺｰﾄﾞ20の状態が発生した場合は、↑が　表示

に変わります。

ピ- ピ- ピ- ピ-
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Ⅷ．日付情報

ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容
７ UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ
ﾋﾂﾞｹｼﾞｮｳﾎｳ　　

21 BAT ｺｳｶﾝ ｼﾞｯｼ ﾋﾞ
‘** **．**

注１． 前回のﾊﾞｯﾃﾘ交換日時が表示されます。

注２． 下段に日時が表示されます。

 （例）‘98　　6．10

 　　  （年 　月　日）
                      
操作・表示

 ① ｺｰﾄﾞ７：UPSﾎｼｭ ｼｴﾝ ﾋﾂﾞｹｼﾞｮｳﾎｳ表示時 ｾｯﾄ ｷｰを押すとｺｰﾄﾞ21の表示内容が表示されます。

 ② 前回のﾊﾞｯﾃﾘ交換日時が表示されます。

 注1. ﾊﾞｯﾃﾘの交換周期は、使用温度環境25℃で約4.5年です。ﾊﾞｯﾃﾘ交換時期(9.4.2ﾊﾞｯﾃﾘの交

換による)になりましたら、ﾊﾞｯﾃﾘを交換してください。

③  ｺｰﾄﾞ21の表示状態からは、ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰでｺｰﾄﾞ７、画面02:UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝﾓｰﾄﾞに戻ります。

Ⅸ．NFB（ﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶ）操作履歴

ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容

８ UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ
NFB ﾘﾚｷ　　　　↑

 22 NFB ON ｼﾞｶﾝ      ↓
‘** **.** **:**

 23 NFB OFF ｼﾞｶﾝ     ↑
‘** **.** **:**

 24 ｸﾘｱｼﾃ ｲｲﾃﾞｽｶ?
       YES NO

注１． 下段に日時が表示されます。

 （例）‘98　 12．31　  23：59

 　　　（年　 月　日　　時　分）

操作・表示

① ｺｰﾄﾞ8:UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ NFB ﾘﾚｷ 表示時、ｾｯﾄ ｷｰを押すとｺｰﾄﾞ22の表示内容を表示します。

② △または▽ ｷｰで表示を切り換えます。

▽ ｷｰでｺｰﾄﾞ22→23の順に選択します。

△ ｷｰでｺｰﾄﾞ23→22の順に選択します。

③　NFB履歴をｸﾘｱする場合はｸﾘｱ ｷｰを押します。ｺｰﾄﾞ24の表示内容が表示されます。

   　   または 　 ｷｰでYES/NOを選択します。　 ｷｰを押してYESを選択し、さらに、ｾｯﾄ

ｷｰを押すとNFB履歴の内容は全てｸﾘｱされます。ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰでｺｰﾄﾞ22、ｺｰﾄﾞ8に戻ります。

ｺｰﾄﾞ22の表示状態からは、ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰでｺｰﾄﾞ8、画面02:UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝﾓｰﾄﾞに戻ります。
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　 (5)　各種設定機能

画面 ﾓｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ 表示内容 内　　　容

03 UPSｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞ   0 UPSｾｯﾃｲ
ｼﾞｺｸ          ↓

曜日、日時を設定する。

1 UPSｾｯﾃｲ
ﾌﾞｻﾞｰ ﾒｲﾄﾞｳ　 ↑

ﾌﾞｻﾞｰの鳴動条件を設定する。

操作・表示

①　 画面03：UPSｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞ表示時、ｾｯﾄ ｷｰを押すと、ｺｰﾄﾞ0： UPSｾｯﾃｲ ｼﾞｺｸが表示されます。

②　△ または ▽ ｷｰで表示を切り換えます。

▽ ｷｰでｺｰﾄﾞ 0→1の順に選択します。

△ ｷｰでｺｰﾄﾞ 1→0の順に選択します。

③　ｾｯﾄ ｷｰでｺｰﾄﾞ 1、0 の表示内容を決定します。

④　ｺｰﾄﾞ0、1の表示状態のとき、ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰで画面03：UPSｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞに戻ります。

　　さらに、ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰで画面00：UPSｼﾞｮｳﾀｲﾋｮｳｼﾞﾓｰﾄﾞに戻ります。

Ⅰ．時刻設定

ｺｰﾄﾞ 表　示　内　容 ｺｰﾄﾞ 表　示　内　容

  0 UPSｾｯﾃｲ

ｼﾞｺｸ          ↑

 01 ｼﾞｺｸ　(XXX)

'XX XX.XX XX:XX

　    上段XXXに現在の曜日が表示されます。

　　　　（日）：SUN

　　　　（月）：MON

　　　　（火）：TUE

　　　　（水）：WED

　　　　（木）：THU

　　　　（金）：FRI

　　　　（土）：SAT

　　　下段XXに現在の日時が表示されます。

　　　　　（例）　'98  7.10  7：30　　　　　'00  7.10  7：30

　　　　　　　　 （年 月 日 時　分）　　　（西暦2000年の場合）

操作・表示

現在の日時を調整、再設定する必要がある場合に操作してください。

むやみに操作しないでください。

 ① ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰでUPSｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞを選択しｾｯﾄ ｷｰを押すとUPSｾｯﾃｲ ｼﾞｺｸが表示されます。

 ② △または▽ ｷｰでUPSｾｯﾃｲ ｼﾞｺｸを選択しｾｯﾄ ｷｰを押すと、ｺｰﾄﾞ01の表示内容（現在の日

時）が表示されます。

  



- 46 -

 ③ ｾｯﾄ ｷｰで、設定部分を指定するカーソル（　）が下段の左端に表示されますので、   ま

たは    ｷｰで設定部へ移動します。左右端のｶｰｿﾙはさらに外側に移動するようにｷｰ操作を

すると、上段の曜日を指定します。さらにｷｰを押すと下段に戻ります。

 ④ 設定部を指定し、△または▽ ｷｰで日時の数値をUP/DOWNし、曜日を選択します。

 ⑤ ｾｯﾄ ｷｰで設定が決定し、設定日時が表示されます。

 ⑥ ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰを2回押して、UPSｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞに戻します。

　　注．次の状態のときに時刻設定はできません。

　　　　・ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁの設定(18ﾍﾟｰｼﾞ)がW/Sﾓｰﾄﾞのとき

Ⅱ．ﾌﾞｻﾞｰ鳴動条件設定

ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容

1 UPSｾｯﾃｲ

ﾌﾞｻﾞｰ ﾒｲﾄﾞｳ　 ↑
02 ﾒｲﾄﾞｳｼﾞｮｳｹﾝ　　注１
ｲｼﾞｮｳ・ｹｲｺｸ　　　　　↓

03 ﾒｲﾄﾞｳｼﾞｮｳｹﾝ　　注２

UPSｳﾝﾃﾝﾁｭｳ　　　　　

04 ﾒｲﾄﾞｳｼﾞｮｳｹﾝ　　注３

ｲｼﾞｮｳｼﾞ ﾉﾐ
05 ﾒｲﾄﾞｳｼﾞｮｳｹﾝ　　注４
ﾌﾞｻﾞｰ OFF　　　　　  ↑

注1． 動作ﾓｰﾄﾞにかかわらず、停電時、故障時など全て場合にﾌﾞｻﾞｰが鳴動する。

出荷時は、本ﾓｰﾄﾞが設定されています。

注2． ﾊﾞｯﾃﾘ運転、重故障時のみﾌﾞｻﾞｰが鳴動する。

注3． 重故障時ﾌﾞｻﾞｰが鳴動する。

注4． ﾌﾞｻﾞｰは鳴動しない。

注5． 本設定とﾌﾞｻﾞｰ鳴動条件が異なる場合は、6.(1)運転前の準備　SW1（ＵＰＳ）状態設

定ﾌﾞｻﾞｰ鳴動条件をSW1-1：ON としてください。

操作・表示

 ① ｺｰﾄﾞ1：UPSｾｯﾃｲ ﾌﾞｻﾞｰ ﾒｲﾄﾞｳ　表示時、ｾｯﾄｷｰを押すとｺｰﾄﾞ02：ﾒｲﾄﾞｳｼﾞｮｳｹﾝ ｲｼﾞｮｳ・ｹｲｺｸ

 が表示されます。

 ② △または▽ ｷｰで表示を切り換えます。

▽ ｷｰでｺｰﾄﾞ 02 → 03 → 04 → 05 の順に選択します。

△ ｷｰでｺｰﾄﾞ 05 → 04 → 03 → 02 の順に選択します。

このとき、ﾌﾞｻﾞｰの鳴動条件選択されている画面は画面左端が点滅しています。

（例）
ﾒｲﾄﾞｳｼﾞｮｳｹﾝ　

ｲｼﾞｮｳ・ｹｲｺｸ　　　　　↓

    ③　△、▽ ｷｰで鳴動条件の画面を選択し、ｾｯﾄ ｷｰを押し設定します。

  ④  ﾓｰﾄﾞ/ON ｷｰを２回押して、UPSｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞに戻します。
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12．標準仕様　（注3）

項　　　　目 規　格　ま　た　は　特　性 備　　　考

装　　　　置 FU-20α-010-F FU-30α-007-F FU-50α-009-F

出　力　容　量 2kVA/1.6kW 3kVA/2.4kW 5kVA/3.5kW

冷  　却  　方　  式 強制空冷

相　　　    数 単相2線

電　　　    圧 100V ±15%

周　  波　  数 50Hz　または　60Hz　±5% （注1）

所  要  容  量 2.1kVA 3.1kVA 4.5kVA 定格出力時

交

流

入

力
電 流 歪 率 10%以下 (入力力率0.95以上) 入出力定格時

相　　　　　数 単相2線

定 格 電 圧 100V

電圧整定精度 定格電圧±2%以内

周 　 波    数 50Hz　または　60Hz 入力周波数と同じ(自動選択)

周 波 数 精 度 定格周波数±1.0%以内(商用同期時) 自走発振時:±0.5%以内

電　圧　波　形 正弦波

電圧波形歪率
線形負荷時：3%以下

100%整流器負荷時：7%以下
定格出力時

負荷急変時            0⇔100%変化または出力切換

停電・復電時 100V ±5% 定格出力時

過渡

電圧

変動 入力電圧急変 ±10%変化

応　答　時　間 1ｻｲｸﾙ以下

負  荷  力  率 0.8（遅れ） 0.7（遅れ） 変動範囲0.7(遅れ)～1.0

過電流保護動作 110～120%以上にてﾊﾞｲﾊﾟｽ回路へ自動切換 ｵｰﾄﾘﾀｰﾝ機能付

110～120% １分間
インバータ

120%以上 瞬時

200% 30秒間

交

流

出

力

過負荷

耐　量
バイパス

800% 2ｻｲｸﾙ

方　　　　　式 小形ｼｰﾙ鉛蓄電池

形　　　　　式 FH-5-12 FH-15-12 FH-5-12

定　格　容　量 5 A･h 15 A･h 5 A･h 10時間率

個　　　　　数 12個 6個 24個 12V/1個

直　並　列　数 6直列×2並列 6直列 6直列×4並列

バ

ッ

テ

リ

バックアップ時間 10分 7分 9分 周囲25℃ 定格出力時

周    囲    条    件 周囲温度:0～40℃相対湿度:30～90% （注2）

騒　　　　　音 45dB以下 装置正面1m A特性

 注1. 交流入力周波数が、定格周波数の±1%の範囲にあり、かつ交流入力電圧が定格電圧±15%の

範囲内にあるとき、ｲﾝﾊﾞｰﾀは交流入力と同期運転し無瞬断切り換え可能となります。

 注2. ﾊﾞｯﾃﾘを搭載していますので、30℃を超える環境での長時間の使用は避けてください。

 注3. ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ時間が長時間の装置は標準仕様と一部違いがあります。ﾊﾞｯﾃﾘ盤の取扱説明書を

ご覧ください。


